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こ
の
た
び
県
は
、
本
格
的
に
行

財
政
構
造
改
革
に
着
手
し
、
そ
の

為
市
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
・
県

の
極
端
な
行
革
へ
の
舵
取
り
に
大

変
苦
慮
し
て
お
り
、
市
長
と
し
て

苦
渋
の
選
択
が
大
幅
に
増
加
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
大
変

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
是
非
と
も
ご
理
解
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

市
と
し
て
も
平
成
二
十
年
度
予

算
の
編
成
方
針
を
打
ち
出
し
、
議

会
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
単
に
事
業
費
を
縮
小
す
る

だ
け
で
は
な
く
重
要
性
・
緊
急
性

を
考
慮
し
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ

る
対
応
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
各
種
事
業
の
財
源
確
保

は
市
長
と
し
て
の
至
上
命
題
で

す
。
先
般
、
県
知
事
に
対
し
再
度

数
多
く
の
懸
案
事
項
の
要
望
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
防
災
対
策
や
水

害
に
係
る
低
地
対
策
に
つ
い
て
、

福
良
津
波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

整
備
や
三
原
川
水
系
等
に
お
け
る

対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
町
の

時
は
県
と
の
関
係
が
強
く
、
市
と

な
っ
た
今
は
、
国
と
直
接
的
な
調

整
も
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
事
か
ら
、
機
会
あ
る
ご
と

に
総
務
省
、
国
交
省
、
農
水
省
、
経

産
省
な
ど
精
力
的
に
お
願
い
に
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。
先
般
も
増
田
総

務
大
臣
や
上
川
少
子
化
対
策
担
当

大
臣
に
お
会
い
し
、
特
徴
あ
る
事
業

並
び
に
緊
急
性
の
高
い
事
業
に
対

し
て
の
支
援
を
陳
情
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
特
に
本
市
の
少
子
対
策
の

よ
う
に
全
国
に
先
駆
け
た
支
援
事

業
に
つ
い
て
は
、
大
臣
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
、
市
の
実
態
調
査
の
指
示
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

少
子
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
八
年
度
特
別
交
付
税
に
て
多
額

の
追
加
交
付
が
あ
り
、
オ
ニ
オ
ン

タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
自
治
宝
く

じ
収
益
金
約
六
千
万
円
と
い
う
ほ

ぼ
全
額
が
交
付
予
定
で
あ
り
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら

え
積
極
的
に
国
・
県
へ
特
色
あ
る

施
策
の
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、
東
奔
西
走
の
日
々
を
送
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
十
一
年
九
月
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
賀
集
生
子

地
域
で
の
「
ほ
場
整
備
事

業
」
が
、
こ
の
ほ
ど
終
了

し
、
九
月
十
六
日
、
竣
工

記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

竣
工
式
で
は
南
あ
わ
じ

市
長
直
筆
の「
生
郷
豊
栄
」

の
文
字
が
書
き
記
さ
れ
た

記
念
碑
の
除
幕
な
ど
が
行

わ
れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。
整
備
に
よ
る
受
益
面

積
は
四
十
一
ha
で
、
事
業

費
十
億
円
。

　

生
子
集
落
で
は
こ
れ
ま

で
、
棚
田
や
不
整
形
田
で

▲記念碑を前に、完成を祝う関係者

賀
集
生せ

い
ご子
の
「
ほ
場
整
備
」
が
完
了

　

古
き
よ
き
日
本
の
伝
統
文
化
・

和
太
鼓
の
演
奏
を
堪
能
す
る
、
南

あ
わ
じ
市
県
民
芸
術
劇
場
・
和

太
鼓
松
村
組
コ
ン
サ
ー
ト
「
華
蓮

二
〇
〇
七
」
が
、
十
月
二
十
日
、

文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
県
民
芸
術
劇
場
は
、
優
れ

た
舞
台
芸
術
を
身
近
に
鑑
賞
す
る

こ
と
で
市
民
の
文
化
向
上
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、
㈶
兵
庫
県
芸

術
文
化
協
会
と
南
あ
わ
じ
市
県
民

芸
術
劇
場
実
行
委
員
会
が
行
っ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
演
奏
し
た
松
村
組
は
、
七

人
の
小
編
成
と
は
感
じ
さ
せ
な
い

迫
力
を
出
し
、
ま
た
マ
リ
ン
バ
や

ケ
ー
ナ
な
ど
の
民
族
楽
器
も
取
り

入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
多
彩
な

競
演
が
行
わ
れ
、
観
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

▲勇壮で迫力ある演奏をする和太鼓松村組

県
民
芸
術
劇
場

勇
壮
な
和
太
鼓
の
音
に
感
嘆

農
地
の
集
約
化
を
図
る

南
海
地
震
に
備
え
訓
練

　
「
十
月
二
十
八
日
午
前
九
時
、

東
南
海
地
震
と
南
海
地
震
が
連
動

し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
六
の

海
溝
型
巨
大
地
震
が
発
生
、
南
あ

わ
じ
市
内
で
最
大
震
度
六
弱
の
揺

▲津波に備えて福良港周辺で水門を閉鎖

れ
を
観
測
し
、
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
た
。」

　

今
後
三
十
年
以
内
に
、
約

五
十
％
の
確
率
で
発
生
が
予
想
さ

れ
る
地
震
を
想
定
し
た
、
南
あ
わ

じ
市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

市
民
や
消
防
団
員
ら
約
一
万
七
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
国
土
交
通
省
と
兵
庫

県
な
ど
が
芦
屋
市
を
メ
イ
ン
会
場

に
し
た
「
兵
庫
地
区
地
震
津
波
防

災
総
合
訓
練
」
と
連
携
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
、
地
震
発
生
を
知
ら

せ
る
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
訓
練
を

開
始
。
市
内
の
全
二
百
三
集
落

で
は
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織

に
よ
る
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
、
災
害
に
備
え

ま
し
た
（
沼
島
地
区
で
は
、
十
月

二
十
七
日
に
実
施
）。

　

同
時
刻
、
中
央
庁
舎
に
は
災
害

対
策
本
部
、
ま
た
分
庁
舎
に
は
現

地
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
被
害

状
況
の
確
認
や
住
民
へ
の
避
難
勧

告
・
指
示
を
出
す
図
上
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

津
波
警
報
の
出
た
福
良
港
の
周

辺
で
は
被
害
軽
減
の
た
め
水
門
を

閉
鎖
。
メ
イ
ン
会
場
の
福
良
小
学

南
あ
わ
じ
市
防
災
訓
練

▲土のう積み訓練（八木鳥井集落）

　

女
性
消
防
団
員
「
チ
ー
ム
サ
ザ

ン
ク
ロ
ス
」
は
、
子
ど
も
た
ち
に

地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
淡
路
広
域
消
防
南
淡
分

署
職
員
と
と
も
に
「
防
災
教
室
」

を
、
十
一
月
に
市
内
四
つ
の
保
育

所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
や
ク
イ
ズ
で
、
地
震
の

恐
ろ
し
さ
や
避
難
方
法
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム
は
、

今
後
も
子
ど
も
や
高
齢
者
向
け
に

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
、
保
育
園
児
に
防
災
教
育

▲保育園児に説明する女性消防団員（市保育所）

校
で
は
、
消
防
団
員
が
災
害
時
要

援
護
者
役
の
市
民
を
リ
ヤ
カ
ー
や

車
イ
ス
、
担
架
で
避
難
誘
導
す
る

訓
練
を
は
じ
め
、
応
急
救
護
、
避

難
所
開
設
、
初
期
消
火
、
炊
き
出

し
、
物
資
の
輸
送
、
一
斉
放
水
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
な

ど
の
訓
練
や
防
災
教
室
、
煙
体
験

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
十
一
時
、
テ
ン
ト
内
に
置

か
れ
た
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
と
モ
ニ

タ
ー
を
使
っ
て
、
中
田
市
長
が
芦

屋
会
場
の
冬
柴
国
土
交
通
大
臣
や

木
村
兵
庫
県
災
害
対
策
局
長
と
衛

▲冬柴大臣、木村局長と交信する中田市長

の
農
業
が
営
ま
れ
、
農
作
業
に
多

大
な
労
力
を
費
や
し
、
ま
た
高
齢

化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
が
増
え
、

個
々
の
経
営
管
理
が
困
難
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
同
集
落
で
ほ
場

整
備
運
営
委
員
会（
安
田
一
代
表
）

を
立
ち
上
げ
、
地
権
者
六
十
三
戸

の
同
意
の
も
と
に
、
平
成
十
一
年

に
同
事
業
に
着
手
、
八
年
を
か
け

整
備
を
進
め
、
完
成
に
至
り
ま
し

た
。

　

農
地
の
集
約
化
に
よ
り
、
大
型

機
械
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

将
来
の
担
い
手
と
な
る
若
手
農
業

者
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

星
回
線
で
交
信
。
被
害
状
況
な
ど

を
報
告
す
る
と
、「
人
命
の
安
全

を
最
優
先
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」と
激
励
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

▲災害時要援護者（役）を運ぶ
　地元消防団
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市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
長
期
間

の
共
同
生
活
を
通
じ
て
、
自
主
性

や
協
調
性
な
ど
を
養
っ
て
も
ら

お
う
と
、
わ
く
わ
く
ス
テ
イ
実
行

委
員
会
で
は
、「
通
学
合
宿
わ
く

わ
く
ス
テ
イ
」
を
十
一
月
十
日
〜

十
八
日
ま
で
、
八
泊
九
日
の
日
程

で
国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

（
阿
万
）
で
行
い
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
三
十
一
人
と
高
校
生

リ
ー
ダ
ー
四
人
、
青
年
リ
ー
ダ
ー

十
二
人
の
総
勢
四
十
七
人
の
共
同

生
活
で
は
、
様
々
な
体
験
活
動
が

行
わ
れ
、
新
し
い
兄
弟
姉
妹
と
の

思
い
出
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
兄
弟
と
共
同
生
活　
　
通
学
合
宿

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
方
の
功
績

を
讃
え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技
能
功

労
者
表
彰
式
」
が
十
一
月
二
十
三

日
、
三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
次
の
方
々
に
市
長
か
ら
表
彰

楯
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

伊
藤
美

子
（
松
帆
、
美
容
師
）、

淺あ
さ
い井
亮り
ょ
う
じ至（
榎
列
、製
菓
衛
生
師
）、

原
田
義
弘
（
賀
集
、
畳
職
）、
平

野
伸
一
（
福
良
、
製
麺
）、
佐さ
ざ
き崎

繁
夫
（
倭
文
、
建
具
職
）、
黒
田

勉
（
志
知
、
建
具
職
）、
大
江
勝

（
阿
那
賀
、
自
動
車
整
備
士
）、
岡

孝た
か
し司

（
榎
列
、
自
動
車
整
備
士
）、

吉
川
卓
爾
（
神
代
、
理
容
師
）、

岩
本
逸
雄（
広
田
、電
気
工
事
士
）、

瀧
川
昌
弘
（
賀
集
、
大
工
）、
森

健た
け
し（

榎
列
、
大
工
）、
名な

ぬ
し
が
わ

主
川
清

安
（
賀
集
、
造
園
師
）、
野
尻
昭

長
（
北
阿
万
、
印
刷
工
）、

堤

義
雄
（
津
井
、
製
瓦
）、
的
場
輝

之
（
北
阿
万
、
理
容
師
）、
中
本

光
義
（
榎
列
、
造
園
師
）

　
技
能
功
労
者
を
表
彰

▲

　

文
化
の
秋
、
食
欲
の
秋
を
満

喫
し
な
が
ら
、
市
民
の
交
流
を

図
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
食
と
文

化
の
市
民
ま
つ
り
」（
同
実
行
委

員
会
主
催
）
が
十
月
二
十
六
日
・

二
十
七
日
の
両
日
、
緑
地
域
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
六
日
は
緑
市
民
セ
ン
タ
ー

で
カ
ラ
オ
ケ
発
表
等
が
行
わ
れ
、

会
場
満
席
の
五
百
人
が
詰
め
掛

け
、
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
十
七
日
に
は
、
淡
路
ふ
れ
あ

い
公
園
で
、
地
元
の
団
体
や
島
外

の
プ
ロ
歌
手
な
ど
に
よ
る
舞
台
発

表
と
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
加
工

品
や
料
理
の
販
売
、
老
人
ク
ラ
ブ

に
よ
る
餅
つ
き
と
パ
ン
づ
く
り
体

験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様

に
も
関
わ
ら
ず
四
千
人
が
訪
れ
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

食
と
文
化
で
市
民
が
交
流

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

拓
殖
大
学
創
立
百
年
を
記
念
し

て
出
版
さ
れ
た
書
籍
「
永
田
秀
次

郎
―
自
然
体
の
伝
道
者
」
四
冊

を
、孫
の
永
田
秀
一
さ
ん
（
倭
文
）

が
、
南
あ
わ
じ
市
に
寄
贈
。
十
月

二
十
六
日
、
中
田
市
長
に
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

故
永
田
秀
次
郎
氏
は
、
倭
文
出

身
で
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て

活
躍
し
た
当
時
日
本
を
代
表
す
る

官
僚
、
政
治
家
。
東
京
市
長
や
貴

族
院
議
員
を
務
め
、
拓
務
大
臣
、

鉄
道
大
臣
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
永
田
青せ

い
ら
ん嵐

の
号
で
俳
人
と
し

故
永
田
秀
次
郎
氏
を
偲
ぶ
書
籍

　

体
の
不
自
由
な
人
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
、
市
に
車
椅
子
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
一
日
、
緑
庁
舎
で
前
川

英
明
さ
ん
（
阿
万
）
か
ら
川
野
四

朗
副
市
長
に
車
椅
子
二
台
と
目
録

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
川
さ
ん
は
、
九
月
十
日
、

七
十
四
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
実
姉

▲川野副市長に目録を手渡す前川さん（右）

松
本
イ
ツ
コ
さ
ん
が
生
前
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
介
護
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
お

礼
と
し
て
、
福
祉
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
の
ご
遺
志
を
継
ぎ
、
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

車
椅
子
は
、
市
役
所
の
庁
舎
や

施
設
に
設
置
し
、
来
客
者
に
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
淡
路
人
形
会
館
」
建
設
費

▲新しい仲間と班別活動に取り組む子どもたち

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
農
業
後
継

者
の
育
成
を
図
ろ
う
と
、
今
年
度

か
ら
大
学
生
の
農
業
体
験
受
入
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
九
日
、
兵
庫
県
立
大
学

で
経
済
や
経
営
を
専
攻
す
る
学
生

三
十
一
人
が
、
南
あ
わ
じ
市
を
訪

れ
、
レ
タ
ス
の
収
穫
体
験
や
玉
葱

植
え
体
験
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

レ
タ
ス
の
収
穫
は
、
八
木
養
宜

上
の
柏
木
茂
和
さ
ん
、
玉
葱
の
植

付
は
同
鳥
井
の
堀
部
重
光
さ
ん
の

畑
で
行
わ
れ
、
学
生
は
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、農
家
や
市
職
員
か
ら
、

安
全
で
お
い
し
い
栽
培
方
法
や
南

あ
わ
じ
市
の
農
業
概
要
等
の
講
話

も
行
わ
れ
、
学
生
ら
は
合
間
に
質

問
を
し
て
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、

熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
金

山
京
子
さ
ん
が
、
収
穫
し
た
食
材

を
使
っ
た
料
理
を
学
生
に
紹
介

し
ま
し
た
。
学
生
は
「
格
別
の
味

で
し
た
。
ま
た
現
場
か
ら
の
生
の

話
が
聞
け
て
、
大
変
有
意
義
で
し

た
。
改
め
て
南
あ
わ
じ
市
へ
訪
れ

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲レタスを収穫する学生たち

農
業
後
継
者
育
成
を
図
る

　

約
二
千
五
百
も
の
「
た
め
池
」

を
持
つ
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
市
内

の
子
ど
も
た
ち
に
、
た
め
池
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
十
月
二
十
四
日
、
三
原
志
知

小
学
校
三
〜
六
年
生
、
三
十
一
日

八
木
小
学
校
三
・
四
年
生
を
対
象

に
、
兵
庫
県
と
共
催
で
「
た
め
池

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、「
た
め
池
博
士
に

な
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
と

市
の
た
め
池
整
備
担
当
者
が
講
師

と
な
っ
て
、
た
め
池
の
役
割
や
種

類
、
成
立
ち
、
人
々
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
講
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者

と
な
る
、
た
め
池
で
の
水
難
事
故

が
全
国
で
多
発
し
て
い
る
こ
と

に
も
触
れ
、「
子
ど
も
だ
け
で
絶

対
た
め
池
に
行
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
」と
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

八
木
小
学
校
で
の
教
室
で
は
、

池
の
水
質
検
査
も
実
施
。
環
境
問

題
へ
の
関
心
も
深
ま
り
、
子
ど
も

た
ち
は
「
た
め
池
と
水
の
大
切
さ

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」「
川
や

池
へ
は
絶
対
に
ゴ
ミ
を
捨
て
ま
せ

ん
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲県や市の職員の話を熱心に聞く子どもたち

た
め
池
教
室
を
開
催

「
た
め
池
」
の
役
割
を
広
め
る

大
学
生
の
農
業
体
験

食
と
文
化
の
市
民
ま
つ
り
を
開
催

車
い
す
２
台

　

こ
の
ほ
ど
、
洲
本
市
在
住
の
辻

本
ち
よ
子
さ
ん
か
ら
「
淡
路
人
形

会
館
建
設
費
の
一
部
に
お
使
い
く

だ
さ
い
」
と
南
あ
わ
じ
市
へ
多
額

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
寄
付
は
日
頃
か
ら
淡

路
人
形
を
愛
し
、
生
前
も
㈶
淡
路

人
形
協
会
理
事
と
し
て
多
方
面
か

ら
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
㈲

う
づ
志
ほ
名
産
店
代
表
の
故
辻
本

嘉か
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ
ん
の
ご
遺
志
を
尊
重
さ

れ
て
の
こ
と
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
浄
財
は
、
南
あ
わ

じ
市
淡
路
人
形
会
館
建
設
基
金
と

し
て
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

て
も
有
名
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
永
田
氏
が
拓
殖
大

学
で
第
四
代
学
長
と
し
て
指
導
し

た
時
代
の
論
考
や
紀
行
な
ど
を
中

心
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
図
書
館
に
収
蔵
し
、
閲

覧
、
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。

▲中田市長に書籍を寄贈される永田さん（右）

▲倭文中学校「白龍」 ▲老人クラブによるパンづくり体験

　大村崑さんとの
　記念撮影会

▲カラオケ発
　表（前夜祭）

地
元
野
菜
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
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平
成
19
年
度
上
半
期

        　
　

    

市 

の 

財 

政 

状 

況

広報 

◉基金現在高 　

市
民
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
や
使
用
料
な
ど
が
、
平
成
十
九
年
度

上
半
期
の
間
に
ど
れ
だ
け
収
入
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
九
月
三
十
日
現
在
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
な

お
予
算
額
は
、
補
正
予
算
及
び
平
成
十
八
年
度
繰
越
事
業
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、家
計
で
貯
金
に
あ
た
る
「
基
金
」
の
現
在
高
や
、借
金
に
あ
た
る
「
市
債
」

の
残
高
の
状
況
に
つ
い
て
も
公
表
し
ま
す
。

　◉ 一般会計歳出

問財政課
☎50-3033

◉市債現在高

区　　分 現在高

◆一般会計基金
財政調整基金 13億 2,100
減債基金 3億 1,500
公共施設等整備基金 8,900
地域福祉基金 4億 3,194
ふるさとまちづくり基金 1億 5,691
下水道基金 2億 7,727
健康福祉協会基金 6,623
滝川文化振興基金 9,048
ふるさと・水と土保全対策基金 1,103
淡路人形会館建設基金 7,526
淡路人形浄瑠璃館基金 1億 9,856
淡路鳴門岬公園開発基金 4億 8,500

土地開発基金
現金 1億 7,043
土地 5億 2,957

慶野松原松林保全基金 315
地域開発基金 5億
◆特別会計基金
国民健康保険特別会計財政調整基金 5,731
介護保険特別会計財政調整基金 6,474
産業廃棄物最終処分場基金 4億
広田財産区財政調整基金 260
福良財産区財政調整基金 1億 2,050
北阿万財産区財政調整基金 3,257
沼島財産区財政調整基金 257
◆企業会計積立金
水道事業積立金 12億 1,626
国民宿舎事業積立金 2億 7,669

合　　計 68 億 9,406

区　　分 現在高
◆一般会計 439 億 1,848
◆特別会計
国民健康保険特別会計
直営診療所勘定

917

公共下水道事業特別会計 194億 4,905
農業集落排水事業特別会計 58億 2,228
漁業集落排水事業特別会計 17億 1,989
土地開発事業特別会計
企業団地開発事業勘定

15億 4,241

土地開発事業特別会計
住宅団地開発事業勘定

1億 5,015

産業廃棄物最終処分事
業特別会計

2億 8,382

◆企業会計
水道事業会計 69億 3,523
国民宿舎事業会計 7,376

合　　計 799 億 424

（単位：万円）

（単位：万円）

◉ 特別会計の予算執行状況
　区　　　分 予算現額

（歳入・歳出） 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険特別会計 68億 4,656 24 億 1,215 35.2 32 億 2,188 47.0

　（保険事業勘定） 67億 1,590 23 億 7,752 35.4 31 億 7,232 47.2

　（直営診療所勘定） 1億 3,066 3,463 26.5 4,956 37.9

老人保健特別会計 61億 5,426 25 億 6,534 41.6 30 億 4,310 49.4

介護保険特別会計 41億 658 16 億 4,089 39.9 16 億 8,410 41.0

( 保険事業勘定 ) 34 億 8,441 13 億 9,819 40.1 14 億 837 40.4

( 介護サービス事業勘定 ) 6 億 2,217 2 億 4,270 39.0 2 億 7,573 44.3

訪問看護事業特別会計 5,798 2,764 47.6 2,859 49.3

公共下水道事業特別会計 40億 2,654 4 億 3,355 10.7 13 億 7,774 34.2

農業集落排水事業特別会計 3億 8,041 2,830 7.4 1 億 7,307 45.4

漁業集落排水事業特別会計 5億 1,717 2,316 4.4 1 億 7,317 33.4

ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾀｰﾐﾅﾙ事業特別会計 8,149 3,943 48.3 3,528 43.2

慶野松原海水浴場特別会計 1,096 749 68.3 746 68.0

土地開発事業特別会計 6億 7,049 2,025 3.0 642 0.9

　（企業団地開発事業勘定） 6億 2,805 204 0.3 395 0.6

　（住宅団地開発事業勘定） 4,244 1,821 42.9 247 5.8

産業廃棄物最終処分事業特別会計 1億 7,928 9,955 55.5 5,479 30.5

ケーブルテレビ事業特別会計 2億 4,030 1 億 8,092 75.2 7,958 33.1

合　　計 232億 7,202 74 億 7,867 32.1 98 億 8,518 42.4

水道事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 20億 6,782 7 億 5,026 36.2
収益的支出 24億 6,044 6 億 4,265 26.1
資本的収入 5億 9,744 0 0.0
資本的支出 10億 3,659 3 億 4,456 33.2

国民宿舎事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 4億 5,740 2 億 5,305 55.3
収益的支出 4億 5,468 1 億 9,589 43.0
資本的収入 1 0 0.0
資本的支出 5,910 2,505 42.3

農業共済事業会計 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 5億 5,871 1 億 2,092 21.6
収益的支出 5億 5,871 1 億 3,508 24.1

◉ 公営事業の経理の概況 （単位：万円、％）
（単位：万円、％）

民　生　費

教　育　費

総　務　費

農林水産業費

衛　生　費

土　木　費

消　防　費

商　工　費

そ　の　他

公　債　費
53億4,811万円

45億5,643万円

45億5,164万円

39億3,078万円

25億5,649万円

21億4,103万円

19億1,488万円

  9 億 9,910万円

  3 億 9,594万円

 14億1,070万円

  278億510万円

17億 8,065万円 (33.2％)

17億 2,550万円 (37.8％)

11億 6,698万円 (25.6％)

10億 7,322万円 (41.9％)

5 億 9,892万円 (31.2％)

5 億 7,993万円 (58.0％)

1 億 3,887万円 (35.0％)

1 億 4,709万円 (10.4％)

2 億 2,559万円 (10.5％)

3 億 9,689万円 (10.0％)

歳出予算額 支出済額

これだけ使いました

78億 3,364 万円
             （28.1％）

その他内訳（支出済額）
議会費　1億3,674万円
災害復旧費　735万円
諸支出金　169万円
労働費　131万円
予備費　0万円

（　　）内数字は支出率予算額計

地方交付税

市　　　債

県 支 出 金

国庫支出金

繰　越　金

繰　入　金

使用料及び手数料

諸　収　入

地方譲与税

そ　の　他

その他内訳（収入済額）

市　　　税
77億5,000万円

62億9,583万円

46億8,740万円

31億2,467万円

13億4,208万円

12億7,904万円

7億6,753万円

  5億 4,081万円

  3 億 9,537万円

  3 億 6,600万円

12億5,637万円

50億 8,995万円 (65.6％)

36億 6,250万円 (58.1％)

0 円 (0.0％)

3 億 3,733万円 (43.9％)

3 億 262万円 (22.5％)

1 億 7,057万円 (31.5％)

9 億 4,269万円 (238.4％)

1 億 586万円 (28.9％)

5 億 8,793万円 (46.7％)

0 円 (0.0％)

3 億 933万円 (9.8％)

歳入予算額 収入済額

これだけ入りました

115億 878万円
             (41.3％)

地方消費税交付金　2億9,952万円
自動車取得税交付金　5,995万円
分担金及び負担金　4,388万円
財産収入　1億1,498万円
地方特例交付金　3,664万円
株式等譲渡所得割交付金　0円
利子割交付金　1,097万円
配当割交付金　1,801万円
交通安全対策特別交付金　0円
寄附金　398万円

（　　）内数字は収入率  278億510万円
予算額計

　278億 510 万円の予算額に対
して 41.3％の 115億 878 万円

が収入されました。地方交付税や市税が歳入に占める主なものです。
それ以外では、国県補助金や市債など事業完了後の年度末に収入され
るものがほとんどのため、グラフのような割合になっています。

（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

　278 億 510 万円の予算額に対して
28.1％の 78 億 3,364 万円が支出され

ました。歳出に占める主なものとしては、民生費（医療や福祉等に係る
経費）や公債費（過去に借り入れた市債の返済に係る経費）、総務費（市
役所の管理運営に係る経費）があり、土木費などの建設事業に伴う支出
は年度末に集中するため、グラフのような状況になっています。

◉ 市民の負担状況
区　　　分 収入済額（万円）

収入率

（％）

市民の負担額（円）
１人当たり １世帯当たり

市民税 10億 466 43.7 44,138 129,041
　　（個　人） 7億 5,476 36.9 37,459 109,515
　　（法　人） 2億 4,990 97.0 6,679 19,526
固定資産税 23億 3,009 60.1 63,389 185,322
軽自動車税 1億 5,376 88.9 2,965 8,668
市たばこ税 1億 5,029 81.7 7,103 20,766
特別土地保有税 0 - 0 0
入湯税 2,370 100.0 727 2,126
合　　計 36億 6,250 55.9 118,323 345,925

※市民の負担額は、平成19年９月 30日現在の人口
　53,209人、18,200世帯で算出。収入済額項目
　の計と合計額は端数処理のため一致しません。

◉ 一般会計歳入

■基金の説明
　いざというときに自由に使える貯金にあたるのが財政調整基金ですが、現在はこの基金によって毎年度の予算の不足額を
補っている状況です。しかし、将来の不測の事態に備えるために、取崩し額を抑えて、ある程度の蓄えを持つ必要があります。
その他の基金については、それぞれの目的に従って積み立てや運用、取崩しを行っています。

■市債の説明
　道路整備や施設整備などは多額の事業費を要しますが、市債により長期返済をすることで、特定の年度
の財政を圧迫するのを避けると同時に、将来にわたり道路や施設を利用する後世代との税負担の公平性を
図っています。

2007.12.1発行
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

第 27回淡路島
うずしおマラソン全国大会

参加ランナー募集

◆開催日　平成20年２月24日（日）雨天決行
◆コース　南淡

　路うずしお

　ライン（日本

　陸上競技連盟

　公認コース）。

　スタート・ 

　ゴールは福良

　小学校

◆ゲスト

　松野明美さん

　（元オリンピックランナー）

◆種目　ハーフマラソン、10㎞、５㎞、２㎞。陸連登録者、性別、

　年齢等で部門分け。ファミリーの部（幼児３歳以上）もあり

◆参加費　一般３千円、高校生以下２千円、ファミリー３千円（２

　人目から千円）。記念品、傷害保険料を含む

◆申込み　総合窓口センター、

　出張所等に備付の申込み用

　紙に必要事項を明記のうえ、

　参加費を添えて郵便局また

　は大会事務局へ

◆申込期限　１月15日（火）

問大会事務局☎53-1212

　（西淡庁舎３階委員会室）

第２回南あわじ  ランニング
            フェスティバル
                   参加ランナー募集

◆日時　平成20年１月20日（日）雨天決行
　受付＝午前８時～、スタート＝午前９時30分～
◆場所　淡路ファームパークイングランドの丘

◆種目　①60分・100分タスキリレー。②３㎞・２㎞・

１㎞マラソン。性別、年齢等で部門分け。③ファミリ

ーペア

◆参加費　①無料。

②小中学生５百

円、高校生以上

８百円。③１組

８百円　※市外在

住者は別料金

◆申込み用紙　総合

窓口センター、出張所等に備付

　詳しくは南あわじ市ホームページをご覧ください

　（http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/）

◆申込期限　12月７日（金）

問生涯学習文化振興課☎37-3020

            
                   

イベント募集

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
市
役
所
へ

来
ら
れ
た
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い

て
市
民
が
ど

の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
か

と
ら
え
、
今

後
の
サ
ー
ビ

ス
改
善
に
役
立
て
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間　

12
月
３
日
（
月
）

〜
17
日
（
月
）

▽
調
査
場
所　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
各
課
窓
口
、
出
張
所
、
連

絡
所
、
支
所

▽
結
果
公
表　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
紙
に
掲
載

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

「
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」
ア
ン
ケ
ー
ト

　
調
査
に
ご
協
力
を

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か
？

　

国
民
健
康
保
険
証
（
短
期
証
及

び
資
格
証
明
書
含
む
）
は
、
11
月
30

日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬
に

郵
送
（
配
達
記
録
）
等
に
よ
り
各

戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
12

月
１
日
か
ら
は
必
ず
新
し
い
保
険

証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
個
人
単
位

の
カ
ー
ド
型
に
変
わ
り
ま
し
た
。

使
用
方
法
は
、
従
来
の
も
の
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

万
一
、
不
在
等
で
お
手
元
に
届

い
て
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り

国
民
健
康
保
険
証
、
12
月
１
日
に
更
新

　
　
〝
カ
ー
ド
型
で
１
人
１
枚
に
〞

く
だ
さ
い
。
お
越
し
に
な
れ
な
い

場
合
は
、
普
通
郵
便
で
郵
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
（
普
通
郵
便
の

た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
等
が
発
生
し
て
も

責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。

　

期
限
切
れ
と
な
っ
た
保
険
証

は
、
最
寄
り
の
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
・
出
張
所
・
連
絡
所
へ
お
返

し
く
だ
さ
い
。

大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う

　

保
険
証
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
正
し
く
扱
い
ま
し
ょ
う
。

・
病
院
に
預
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、

必
ず
手
元
に
保
管

・
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶
対
し

な
い
（
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
）

・
紛
失
し
た
り
、
破
損
し
て
使
え

な
く
な
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に

届
け
出
て
、
再
交
付
を
受
け
る

ご
存
知
で
す
か
？

・
修
学
の
た
め
転
出
さ
れ
る
と
き

は
、
申
請
す
る
と
保
険
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

・
保
険
税
の
滞
納
者
は
、
期
間
の

短
い
短
期
証
ま
た
は
、
資
格
証

明
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
資

格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い

る
方
の
中
で
、
保
険
税
を
納
付

で
き
な
い
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
保
険
課
へ
届
け
出

　

下
水
道
は
豊
か
な
自
然
を
守

り
、
快
適
な
環
境
を
守
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で

す
。
下
水
道
整
備
が
完
了
し
て
い

る
地
域
の
方
は
、
早
期
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

区
域
の
拡
大

　

12
月
20
日
か
ら
、
福
井
の
一
部

区
域
で
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
は
維
持
管
理
が
必
要

　

浄
化
槽
は
、
保
守
点
検
（
年
３

回
以
上
）・
清
掃
（
毎
年
１
回
）・

法
第
11
条
検
査
（
毎
年
１
回
）
が

必
要
で
す
。
浄
化
槽
の
機
能
を
維

持
し
、
排
水
を
き
れ
い
に
浄
化
す

る
た
め
に
も
決
め
ら
れ
た
管
理
が

必
要
で
す
。

下
水
道
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
賀
集
福
井
で
、
エ
リ
ア
が
拡
大

る
と
、
条
件
に
よ
り
短
期
証
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
資
格
証
明
書
で
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
場
合
は
、10
割
（
全
額
）

を
負
担
し
、
後
日
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
へ
申
請
す
る
と
保
険

給
付
分
（
保
険
税
滞
納
額
差
し

引
き
分
）
が
返
還
さ
れ
ま
す
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　

上
記
の
物
件
を
一
般
競
走

入
札
で
売
却
し
ま
す
。

▽
参
加
資
格　

個
人
・
法
人

を
問
わ
ず
、
原
則
ど
な
た

で
も

▽
参
加
方
法　

受
付
期
間
内

に
管
財
課
（
南
淡
庁
舎
）

で
必
要
書
類
を
受
け
取

り
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い

▽
受
付
期
間　

12
月
３
日

（
月
）
〜
12
月
21
日
（
金
）

▽
入
札
日
程　

12
月
25
日

（
火
）
午
後
１
時
30
分
、

市
役
所
南
淡
庁
舎
第
１

会
議
室

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

市
有
地
を
売
却　
　
阿
那
賀
の
宅
地

所在地 面積（㎡）地目 現況
阿那賀
1269番 1

（旧阿那賀診療
所医師住宅跡）

226.28 宅地 宅地

　

浄
化
槽
は
、
生
き
た
微
生
物
が

活
躍
す
る
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な

装
置
で
す
。
浄
化
槽
が
正
し
く
機

能
す
る
た
め
に
は
適
正
な
維
持
管

理
が
必
要
で
す
。

※
み
な
し
浄
化
槽
（
単
独
処
理
浄

化
槽
）
は
、
し
尿
だ
け
を
処
理

す
る
施
設
で
台
所
・
風
呂
及
び

洗
濯
等
の
生
活
排
水
は
処
理
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
下
水
道
へ
の

早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

▲実行委員会が約７千人の方々へ大会
　の募集要項を発送しました
　（11月15日、南淡公民館）

丸山公民館
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加
入
促
進
期
間
内
で
の
お
申

込
み
は
、
今
月
末
ま
で
！

　

通
常
７
万
３
千
５
百
円
の
加
入

料（
加
入
分
担
金
と
引
込
工
事
費
）

が
２
万
１
千
円
に
な
る
加
入
促
進

期
間
が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
宅
内
工
事
費
は
実
費

負
担
）
ま
だ
加
入
申
込
み
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
期
間

内
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先　

情
報
課
、
さ
ん
さ
ん

ネ
ッ
ト
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
支
所
、
出
張
所
、
連
絡
所

問
情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３
、
さ

ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
☎
43
・
２
３
４
５

緑
・
南
淡
庁
舎
へ
の
ケ
ー
ブ

ル
電
話
が
利
用
可
能
に

　

緑
・
南
淡
庁
舎
の
ケ
ー
ブ
ル
電

話
工
事
が
11
月
に
完
了
し
、
ケ
ー

ブ
ル
電
話
で
市
役
所
５
庁
舎
へ
の

電
話
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
通

話
料
金
は
無
料
で
、
電
話
番
号
は

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電

話
番
号
と
同
じ
で
す
。

　

な
お
、
緑
・
南
淡
地
域
内
の
学

校
、
保
育
所
、
支
所
、
出
張
所
等

市
の
出
先
機
関
に
つ
い
て
は
、
順

加
入
割
引
期
間
は
、
12
月
末
ま
で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
お
申
込
み
は
お
早
め
に
！

次
宅
内
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
施
設

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

緑
・
南
淡
地
域
の
音
声
告
知
放

送
は
、
来
年
３
月
か
ら
運
用

　

緑
・
南
淡
地
域
の
宅
内
工
事

で
各
加
入
者
宅
に
取
り
付
け
て

い
る
告

知
端
末

を
使
っ

て
の
音

声
告
知

放
送
は
、
平
成
20

年
３
月
か
ら
運
用

を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

緊
急
・
防
災
情

報
の
市
内
一
斉
放

送
や
、行
政
情
報
の
地
域
別
放
送
、

学
校
区
や
自
治
会
単
位
の
お
知
ら

せ
放
送
等
が
音
声
で
届
け
ら
れ
ま

す
。録
音
機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
、

不
在
の
場
合
で
も
後
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋
外
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ

を
市
内
百
十
一
か
所
に
設
置

　

災
害
や
火
災
時
の
緊
急
情
報
や

避
難
勧
告
な
ど
を
市
民
や
観
光
客

の
皆
様
に
迅
速
に
お
伝
え
し
、
よ

り
安
心
安
全
な
暮
ら
し
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
市
内
各
所
に
屋
外
サ

 ケーブルテレビの
　　　主なサービス
整備前の西淡・三原地域
既存サービス
◆自主放送番組の制作・放送

　コニュニティ放送 (3CH)・文字放送（1CH）・

　お天気チャンネル（9CH）

◆音声告知放送（屋内）

◆ケーブル電話（加入者間無料電話）

◆アナログテレビ放送の再送信

　（平成23年７月まで）

◆アナログＢＳ・ＣＳ放送（オプションサービス）

◆ＦＭ放送の再送信

◆ケーブルインターネット（オプションサービス。

　本年12月より３Mbps に増速）

平成20年３月完成を目指し、
市全域整備を進めている追加
サービス等
◆地上デジタル放送の再送信【整備済】

◆デジタルＢＳ・ＣＳ放送の再送信

◆屋外サイレン及びスピーカーでの告知放送

◆緊急時自主放送チャンネルでのＬ字放送

◆防災監視カメラの設置（市５か所・県２か所予

　定）とインターネットでの画像公開

◆貸線による市内全域での光ブロードバンドサー

　ビス（民間サービス）【整備済】

◆貸線による山間部等携帯不感知の解消（民間

　サービス。市内８ヵ所アンテナ建設）

◆市施設（82出先施設）の光ケーブル網活用に

　よる高速情報ネットワーク構築【整備済】

平成20年度以降
導入を検討しているサービス
◆洲本市とのケーブル電話接続による無料
　電話地域の拡大（平成23年度予定、洲本
　市全域整備完了時）
◆緊急地震速報及び全国瞬時警報システム
　（J-ALERT）の告知端末及び屋外スピーカー
　での配信（告知端末メーカーにおいて現
　在システム開発中）

イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
を
設
置
す
る

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。（
運
用

は
20
年
３
月
か
ら
を
予
定
）
市
役

所
か
ら
の
一
斉
放
送
や
海
岸
部
を

中
心
に
し
た
津
波
情
報
等
地
域
を

限
定
し
て
の
放
送
が
で
き
ま
す
。

　

停
電
時
で
も
長
時
間
稼
動
で
き

る
バ
ッ
テ
リ
ー
を
装
備
し
、
各
子

局
（
端
末
）
か
ら
ス
ピ
ー
カ
ー

に
よ
る
直
接
放
送
が
で
き
ま
す
の

で
、
ケ
ー
ブ
ル
断
線
時
は
、
こ
の

子
局
を
使
っ
て
地
域
内
放
送
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

申
告
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、

１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

12
月
下
旬
に
申
告
書
を
発
送
し

ま
す
が
、
年
末
ま
で
に
お
手
元
に

届
か
な
い
場
合
や
、
不
明
な
点
が

あ
る
場
合
は
、
税
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限　

20
年
１
月
31
日
（
木
）

▽
提
出
先　

税
務
課
、
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー

償
却
資
産
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋

及
び
償
却
資
産
に
か
か
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
対
象
に
な
る
償

却
資
産
と
は
、
事
業
用
に
使
う
た

め
所
有
し
て
い
る
減
価
償
却
資
産

で
す
。

【
例
】
小
売
業
の
陳
列
棚
、
自
動

販
売
機
、
看
板
、
レ
ジ
ス
タ

ー
、
飲
食
店
の
厨
房
設
備
、
テ

レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
構
内
舗
装
、

農
業
用
田
植
機
、
野
菜
収
穫

機
、
漁
業
の
漁
船

※
家
屋
・
自
動
車
及
び
特
許
権
の

よ
う
な
無
形
減
価
償
却
資
産
を
除

き
ま
す
。

小
型
特
殊
自
動
車
の

申
告
に
つ
い
て

　

小
型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自
動

車
税
の
対
象
と
な
り
、
償
却
資
産

か
ら
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

【
例
】ト
ラ
ク
タ
ー
、コ
ン
バ
イ
ン
、

高
島
式
農
民
車

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

償
却
資
産
の
申
告
の
お
願
い

　

事
業
主
は
従
業
員
や
雇
人
（
家

族
等
の
青
色
専
従
者
を
含
む
）
に

対
し
、
給
与
、
賃
金
、
賞
与
等
を

支
払
っ
た
場
合
に
は
、
受
給
者
ご

と
に
、
そ
の
年
の
支
払
額
や
必
要

事
項
を
記
入
し
た
給
与
支
払
報
告

書
及
び
総
括
表
を
、
各
市
区
町
村

へ
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

提
出
が
遅
れ
る
と
、
従
業
員
等

が
未
申
告
の
扱
い
を
受
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
対
象
者　

給
与
の
支
払
者
。
個

人
・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん

◆
提
出
期
限　

20
年
１
月
31
日（
木
）

◆
提
出
先　

受
給
者
が
１
月
１
日

現
在
に
居
住
す
る
市
区
町
村

◆
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

〒
６
５
６
―
０
４
９
２　

南

あ
わ
じ
市
市
福
永
３
５
８
―

１
南
あ
わ
じ
市
役
所
税
務
課

市
民
税
係
。
ま
た
は
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
へ 

◆
提
出
書
類　

平
成
20
年
度
給
与

支
払
報
告
書 

（
総
括
表
と
個
人

別
明
細
書
。
平
成
19
年
中
の
給

与
の
内
容
の
も
の
）。
平
成
20

年
１
月
１
日
現
在
、
南
あ
わ
じ

市
に
住
ん
で
い
る
従
業
員
全

員
分
（
退
職
者
分
も
含
む
）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
注
意
事
項

▽
提
出
の
際
、
特
別
徴
収
分
（
給

与
天
引
き
分
）
と
普
通
徴
収
分

（
天
引
き
で
き
な
い
分
）
と
を

仕
切
り
紙
や
付
箋
等
で
区
分

し
て
く
だ
さ
い

▽
扶
養
者
等
が
あ
る
場
合
は
氏
名

続
柄
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

▽
前
職
分
を
含
ん
で
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
支
払
者
・
支
払
金
額
・

社
会
保
険
料
の
金
額
・
源
泉
徴

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

給
与
支
払
い
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

製造事業所の皆さまへ

 工業統計調査にご協力を
　平成 19 年工業統計調査を 12 月 31 日現

在で行います。調査の実施にあたっては、本

年 12月から来年１月にかけて調査員がお伺

いします。

　皆さまからご提出していただく調査票につ

いては、統計法に基づき調査内容の秘密は厳

守されますので、正確な記入をお願いします。

　なお、本年の調査より、調査事項の一部を

改正しましたので、調査票の記入にあたって

はご注意ください。

 　　　総務省統計局・兵庫県・南あわじ市

問総務課☎43-5001

収
税
額
・
退
職
年
月
日
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い

▽
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
等
少
額

所
得
者
分
も
、
提
出
の
義
務
が

あ
り
ま
す

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

償却資産とは土地や家屋以外の事業用資産です

国民健康保険税 ４期
納期は、12月 25日（火）まで

　口座振替が安心・便利です。

申込は、島内金融機関へ。

問税務課☎43-5022

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
で
す

入
山
に
は
ご
注
意
を

　

ハ
ン
タ
ー
が
銃
器
や
ワ
ナ

で
狩
猟
を
し
ま
す
。

　

目
立
つ
服
装
で
入
山
し
、

お
互
い
注
意
し
て
事
故
の
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
期
間　

20
年
２
月
29
日
ま

　

で
問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
０
２
５

屋
外
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー

▲音声告知端末



2007.12.1発行

お知らせ

広報 

1213

　

早
く
も
年
末
で
す
。
来
年
は
ね
ず
み

年
。
健
康
に
ご
チ
ュ
ー
い
し
て
、
よ
い

新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。（
川
卓
） ら

か

室

集

編

◆
南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ
ー

　

カ
ー
ニ
バ
ル

　
　
　
（
10
月
７
日
、
西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
沼
島
②
西
淡
Ａ

◆
全
淡
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス

　

選
手
権
大
会

　
（
10
月
７
日
、
サ
ン
ト
ピ
ア
マ
リ
ー
ナ
）

【
男
子
】
▽
A
ク
ラ
ス
①
森
川
知
範
（
長

尾
谷
）
②
稲
山
和
彦
（
洲
本
ロ
ー
ン
）

③
印
部
泰
男
（
宮
本
組
）、田
中
悟
生
（
勉

強
堂
）
▽
B
ク
ラ
ス
①
米
津
瑛
文
（
柳

学
園
中
学
校
）
②
柚
原
正
和
（
Ｆ
Ｂ
）

▽
C
ク
ラ
ス
①
船
井
雅
史
（
柳
学
園
中

学
校
）
②
岩
城
英
雄
（
ピ
ヨ
テ
ニ
）
▽

シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
①
松
浦
久
史
（
東
浦
ロ
ー

ン
）
②
坂
本
義
和
（
フ
リ
ー
）
③
船
木

茂
浩
（
洲
本
ロ
ー
ン
）

【
女
子
】
▽
B
ク
ラ
ス
①
原
田
ひ
な
の

（
柳
学
園
中
学
校
）
②
岡
田
恵
未
香
（
同
）

③
北
内
真
理
子
（
宮
本
組
）

◆
南
あ
わ
じ
市
社
会
人
軟
式

　

野
球
大
会

（
10
月
９
日
〜
11
月
６
日
、
西
淡
グ
ラ
ウ

ン
ド
ほ
か
）

①
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
②
マ
リ
ナ
ー
ズ

◆
南
あ
わ
じ
市
卓
球
大
会

　
　
　
　
（
10
月
21
日
、
三
原
健
康
広
場
）

【
団
体
戦
】
▽
１
部
①
東
浦
ク
ラ
ブ
Ａ
②

淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
③
ア
グ
リ
淡
路
Ａ
、
フ
レ

ン
ズ
▽
２
部
①
ア
グ
リ
淡
路
Ｂ
②
東
浦

ク
ラ
ブ
Ｃ
③
柳
学
園
高
校
、
Ｋ
Ｒ
Ｃ
▽

３
部
①
西
淡
Ｔ
Ｋ
Ｕ
②
淡
路
三
原
高
校

③
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
、
同
好
会

【
個
人
戦
】
ダ
ブ
ル
ス
①
顕
谷
・
大
河
内

（
東
浦
ク
ラ
ブ
）
②
坂
本
・
桐
原
（
福
良

ク
ラ
ブ
）
③
白
水
・
小
山
田
（
淡
路
Ｔ

Ｔ
Ｃ
）、
井
本
・
一
貫
田
（
津
名
ク
ラ
ブ
）

◆
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト

　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
大
会

　
　
　
（
10
月
27
日
、
浮
体
式
多
目
的
公
園
）

▽
ハ
マ
チ
の
部　

古
浜
拡
司
（
洲
本
市
）

▽
タ
イ
・
チ
ヌ
の
部　

三
島
利
枝
（
神

戸
市
）
▽
大
漁
の
部　

谷
口
信
行
（
北

阿
万
）
▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　

橋
下
由

佳
梨
（
茨
木
市
）
▽
ち
び
っ
子
賞　

福

吉
翔
太
（
福
良
）

◆
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　

ル
２
０
０
７
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
10
月
28
日
、
国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家
）

▼
テ
ニ
ス
大
会

【
男
子
】
▽
Ａ
ク
ラ
ス
①
森
川
知
範
・
稲

山
和
彦
（
Ｍ
Ｒ
ジ
ュ
ニ
ア
・
洲
本
ロ
ー

ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）
②
船
木
茂
浩
・
印

部
泰
男
（
南
あ
わ
じ
市
役
所
）
③
新
宮

栄
造
・
三
宅
孝
幸
（
宮
本
組
）、藤
村
啓
治
・

久
保
田
一
夫
（
宮
本
組
）
▽
Ｂ
ク
ラ
ス

①
中
田
勝
博
・
原
田
佳
直
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
南
淡
）

②
阿
部
安
幸
・
山
口
元
康
（
同
）
③
片

山
雅
貴
・
福
浦
史
也
（
洲
本
実
業
高
校
）、

小
畠
豊
樹
・
谷
田
重
勝
（
南
淡
ロ
ー
ン

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）

【
女
子
】
▽
Ａ
ク
ラ
ス
①
高
見
佐
千
子
・

柏
木
秀
子
（
西
淡
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
）
②
北
内
真
理
子
・
牧
浦
利
理
（
フ

レ
ー
ム
シ
ョ
ッ
ト
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ー

ル
）
③
竹
谷
京
子
・
三
宅
裕
美
（
宮
本

組
）、
丸
田
千
代
美
・
阿
部
美
香
（
フ
リ
ー

ダ
ム
）
▽
Ｂ
ク
ラ
ス
①
増
本
洋
子
・
築

穴
八
重
子
（
た
ん
ぽ
ぽ
）
②
加
藤
フ
ク
・

中
谷
則
子
（
同
）

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

①
宮
崎
隆
男
（
福
良
）
②
池
本
英
夫
（
阿

万
）
③
天
野
勝
幸
（
福
良
）

◆
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
南
あ
わ
じ
市

　

サ
ッ
カ
ー
大
会

　
　
　
（
10
月
28
日
、
西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▽
高
学
年
の
部
①
西
淡
Ｂ
②
福
良
▽
中

学
年
の
部
①
福
良
②
南
淡
路
・
沼
島
▽

低
学
年
の
部
①
西
淡
Ａ
②
西
淡
Ｂ

◆
淡
路
島
女
子
駅
伝
競
争
大
会

　
　
　
　
　
　
（
11
月
３
日
、
島
内
）

①
京
セ
ラ
②
ス
ズ
キ
③
天
満
屋

◆
南
あ
わ
じ
市
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

（
11
月
４
日
、
阿
万
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

①
サ
ン
セ
ッ
ク
Ｄ
（
三
原
）
②
灘
土
生

C
（
南
淡
）
③
サ
ン
セ
ッ
ク
Ｅ
（
三
原
）

◆
南
あ
わ
じ
市
少
女
バ
レ
ー
ボ

　

ー
ル
大
会
兼
淡
路
う
ず
し
お

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７

　

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
11
月
４
日
、
国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家
）

▽
１
部
①
賀
集
少
女
Ｖ
Ｃ
②
市
少
女
Ｖ

Ｃ
③
三
原
志
知
少
女
Ｖ
Ｃ
、
榎
列
少
女

Ｖ
Ｃ
▽
２
部
①
松
帆
少
女
Ｖ
Ｃ
②
湊
少

女
Ｖ
Ｃ
③
広
田
少
女
Ｖ
Ｃ
、
倭
文
少
女

Ｖ
Ｃ

◆
南
あ
わ
じ
市
ミ
ニ
バ
ス

　

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

　
　
　
　
　
（
11
月
４
日
、
文
化
体
育
館
）

【
男
子
の
部
】
▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
①
緑
▽
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
（
優
秀
賞
）　

南
淡
Ｊ
ｒ
、
緑

Ｊ
ｒ
【
女
子
の
部
】
▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
①

緑
▽
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
（
優
秀
賞
）
三
原
ブ

ル
ズ
、
三
原
ロ
ケ
ッ
ツ

◆
兵
庫
県
乳
牛
共
進
会

　
　
（
10
月
27
日
、
三
木
市
、
関
係
者
分
）

▽
名
誉
賞
「
レ
デ
ィ
ス
マ
ナ
ー 

エ
ス
カ

レ
ー
ド 

Ｅ
Ｔ
」
山
口
貴
士
（
北
阿
万
）

▽
優
秀
賞
「
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム 

ス

ト
ー
ム 

ア
ウ
ト
サ
イ
ド 

ラ
ス
テ
ィ
」
山

田
光
雄
（
西
淡
志
知
）、「
デ
ー
リ
ー
メ
ー

ド
フ
ァ
ー
ム 

ジ
ェ
ス
ロ 

ジ
ュ
ラ
ー 

マ

ド
ン
ナ
」
賀
集
一
裕
（
賀
集
）

◆
淡
路
島
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
11
月
４
日
、
ア
ス
パ
五
色
、
関
係
者
分
）

【
男
子
の
部
】
▽
２
部
②
釣
矢
恭
宏
・
沢

田
ペ
ア
（
南
あ
わ
じ
Ｂ
Ｃ
）
▽
３
部
①

下
野
貴
大
・
茱
萸
正
典
ペ
ア
（
同
）【
女

子
の
部
】
▽
１
部
②
坂
本
邦
子
・
熊
橋

加
代
子
ペ
ア
（
南
あ
わ
じ
Ｂ
Ｃ
）
▽
２

部
②
茱
萸
由
紀
子
・
藤
田
寛
可
ペ
ア
（
同
）

◆
南
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
11
月
10
日
、
沼
島
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）

【
団
体
の
部
】
①
立
川
瀬
②
西
町
Ｇ
Ｇ
Ｃ

③
本
町
【
個
人
の
部
】
▽
男
子
①
林
均

（
立
川
瀬
）
②
勇
村
欣
作
（
本
町
）
③
榎

本
義
雄
（
西
町
Ｇ
Ｇ
Ｃ
）
▽
女
子
の
部

犬の散歩はマナーを守って！
　犬を飼われる方は習性等を正しく

理解して、愛情と責任をもって終生

可愛がってください。犬の好きな方

ばかりではありません。正しい飼い

方をしてください。

・ 放し飼いにしない（つないで飼う）

・ 散歩中のふんの始末（必ず持ち帰る）

・ 犬の登録と狂犬病予防注射を受けさせる

・ 必要のない子犬が産まれないように努める

・ 適正な飼養と人への危害防止に努める

◆もし飼犬が飼えなくなったら…兵庫県動物愛護セン

　ター淡路支所（☎ 0799-62-5811）へご相談ください
　　　　　　問生活環境課☎ 43-5024

▽
日
時　

平
成
20
年
１
月
13
日

（
日
）
受
付
＝
12
時
30
分
〜
、

開
会
＝
13
時
30
分

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
文
化
体
育
館

▽
対
象　

昭
和
62
年
4
月
2
日
〜

昭
和
63
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

人
（
市
内
在
住
、
ま
た
は
南
あ
わ

じ
市
出
身
者
対
象
。
当
日
受
付
。

案
内
状
は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
）

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
☎
37
・

３
０
２
０

成
人
式
の

         

ご
案
内

年末の交通事故防止運動
◆期間　12月1日(土) ～ 10日(月)までの10日間
◆運動重点　（1）高齢者の交通安全
　（2）飲酒運転の根絶
　（3）シートベルト（後部座席を含む）・
　     チャイルドシートの正しい着用の徹底
　（4）夕暮れ時の交通安全
　　　　　南あわじ市交通対策協議会

区　分 緑地域から持込み 西淡・三原・南淡地域から持込み

場　所 やまなみ苑（広田広田）　☎ 45-0534 南あわじ市清掃センター（八木寺内）　☎ 42-1356　

業務時間

月～金曜日8：30～ 16：30、土曜日8：30～ 11：45
祝祭日・日曜日は休み。
12月 29・30・31日は８：30～ 16:30 まで業務。

月～金曜日8：30～ 16：30、祝祭日8：30～正午、
土・日曜日は休み。　12月 29・30日は８：30～ 16:30、
12月 31日は８：30～正午まで業務。

１月１日～３日まで休み。１月４日から通常どおり。

注意事項

①市指定のゴミ袋を使用して持込みされても、手数料が必要です
②家具などの粗大ゴミは、金属・ガラスなどの不燃物を取り外してから持込んでください
③必ず時間内での持込みをお願いします
④持込みに際して道路上にゴミが飛び散らないよう、荷台にシート掛けなどの処置をしてください
⑤農業用資材や家屋解体物、産業廃棄物は受入れが出来ません

 問生活環境課☎43-5024

■市役所、出張所、連絡所、支所、公民館
　29日～３日まで休み。※戸籍の届出関係は、総合窓
口センターで受付（預かり等）します。火葬場は 31
日～３日まで休み。
■診療所
　阿那賀・伊加利・灘＝ 29 日～３日まで休み。沼島
=28日～８日まで休み。休日応急診療所＝18頁掲載。
■文化・観光施設
　図書館＝17頁掲載。玉青館＝28日～３日まで休み。
淡路人形浄瑠璃資料館＝ 17日～ 31日まで休み。淡
路人形浄瑠璃館＝ 17日～ 31日まで休み。大鳴門橋
記念館・鳴門みさき荘＝17日～ 21日、26日～ 31
日まで休み。
■宿泊施設
　サンライズ淡路（体育施設とも）＝無休。
　サイクリングターミナル＝ 26日～ 29日まで休み。
慶野松原荘＝19日～20日、25日～28日まで休み。

■体育施設
　文化体育館・西淡社会教育センター・西淡グラウンド・
B&G・賀集・沼島・三原健康広場＝29日～３日まで
休み。阿万＝ 29日～４日まで休み。サンライズ淡路
＝無休。温水プール（サンプール）＝ 28日～４日ま
で休み。ゆとりっく（プール・フィットネス）＝温泉と同じ。
■温泉施設
　ゆとりっく（温泉）＝ 31 日・１日休み。30 日は午前
10時～午後７時、２日・３日は午後１時～7時まで営業。

　さんゆ～館＝31日～１日休み。２日は午後１時から営業。
ゆーぷる＝時間延長：29、30日：午前10時～深夜0時、
31日：午前 10時～深夜３時、１日：9時～深夜０時、２
日：午前６時～深夜０時、３～6日：午前10時～深夜０時。 
サンライズ淡路＝28日～ 3日まで休み。
　湯の川荘＝29日～３日まで休み。
■粗大ごみ処理場（奥畑処理場☎ 24-1676）
　30日は8時30分～正午まで業務、31日～３日休み。

①
林
滝
実
（
賀
集
）
②
園
生
艶
子
（
阿

万
上
町
）
③
西
添
美
智
代
（
仁
尾
Ｂ
）

◆
緑
地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

大
会

（
11
月
11
日
、
広
田
中
学
校
、
同
小
学
校
）

【
男
子
の
部
】
①
山
添
②
中
田
③
不
藤
、

広
上
【
女
子
の
部
】
①
徳
原
・
中
山
②

市
場
③
山
添
、
安
住
寺

◆
各
種
大
会
の
結
果
は
、
情
報
課
（
☎

43
・
５
０
０
３
、
F 

43
・
５
１
０
３
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ

り
、「
ゆ
と
り
っ
く
」
の
運
営
が

平
成
20
年
４
月
か
ら
㈶
南
あ
わ
じ

産
業
振
興
協
会
か
ら
別
会
社
へ
移

行
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
ゆ
と
り
っ
く
の

「
回
数
券
」、「
つ
か
っ
て
よ
ね
券
」、

「
そ
の
他
の
利
用
券
」
を
20
年
２

月
末
で
使
用
を
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
お
持
ち
の
方
は
お
早

め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問
ゆ
と
り
っ
く
☎
36
・
５
７
８
９

ゆ
と
り
っ
く
利
用
券

使
え
な
く
な
り
ま
す
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集

ご
案
内
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苗
木
、
種
菌
を
あ
っ
せ
ん

　

淡
路
森
林
組
合
で
は
観
賞
用
苗

木
、
山
行
苗
木
、
椎
茸
種
菌
の
あ

っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

▽
苗
木
の
種
類　
（
観
賞
用
）
桜
、

さ
ざ
ん
か
、
ヤ
マ
モ
モ
、
柑

橘
類
な
ど
。（
山
行
用
）
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
な
ど

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

連
絡
所
等
に
備
付
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
明
記
の
う
え
、
同
窓

口
に
提
出
。
12
月
10
日
ま
で

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

さ
く
ら
苑
、
介
護
員
登
録
者

▽ 

勤
務
内
容　

介
護
業
務
（
夜
勤

可
能
な
方
）

▽ 

勤
務
条
件
等　

時
給
９
百
円
。

入
浴
介
助
・
夜
勤
加
算
有
。
通

勤
手
当
有
、
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
つ
い
て
は
、
市
臨
時
職
員

就
業
規
程
に
よ
り
決
定

▽ 

応
募
資
格　

へ
ル
パ
ー
２
級

以
上
の
資
格

▽ 

提
出
書
類　

履
歴
書
と
資
格

証
明
書
の
写
し

▽ 

提
出
先　

南
あ
わ
じ
市
養
護

老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
苑
（
〒

６
５
６
―
０
５
０
３　

南
あ

わ
じ
市
福
良
丙
22
―
１
）

問
さ
く
ら
苑
☎
54
・
０
４
２
１

市
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
等
は
、
26
万
８
千
円
以
下
）

▽
富
田
団
地
（
神
代
）　

１
戸
、
Ｃ

棟
２
０
２
号
、
３
D
Ｋ
、
単
身
不

可
、
平
成
７
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

１
万
９
千
円
〜
４
万
１
千
８
百
円

▽
津
井
団
地
（
津
井
）　

１
戸
、
Ｃ

棟
２
号
、
３
Ｋ
、
２
階
建
（
室
内

階
段
）、
単
身
不
可
、
昭
和
59
年
度

建
築
。
家
賃
月
額
１
万
４
千
８
百

円
〜
３
万
２
千
６
百
円

▽
福
良
漁
民
住
宅
（
福
良
丙
、
風

呂
な
し
）　

１
戸
、
４
０
４
号
、

４
階
、
エ
レ
ベ
ー
タ
無
し
、
２

Ｄ
Ｋ
、
単
身
可
（
条
件
あ
り
）、

昭
和
41
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

４
千
９
百
円
〜
１
万
８
百
円
。
漁

業
法
第
２
条
第
２
項
に
定
め
る
漁

業
者
と
漁
業
従
事
者
を
優
先

◆
申
込
期
限　

12
月
14
日
（
金
）

◆
公
開
抽
選
日　

12
月
25
日（
火
）

午
前
10
時
〜
、
西
淡
公
民
館

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

県
民
モ
ニ
タ
ー

　

県
で
は
、
施
策
や
事
業
の
立
案

な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
内
容　

身
近
な
県
政
課

題
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
年
４
回
程
度
）

▽
応
募
方
法　

兵
庫
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
募
集
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（h

ttp
://

w
e
b
.p
r
e
f.h
y
o
g
o
.jp
/

a
c2
0
/m
o
n
ito
r.h
tm
l

）

問
兵
庫
県
広
聴
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
０
２
１

身
体
障
害
者
訓
練
生

▽ 
対
象　

身
体
に
障
害
の
あ
る
方

▽ 
募
集
科
目　

パ
ソ
コ
ン
Ｎ
Ｃ

科
、
パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科
、
情
報

サ
ー
ビ
ス
科
（
各
科
１
年
制
・

５
人
程
度
）

▽ 

募
集
期
間　

１
月
４
日
（
金
）

〜
２
月
６
日
（
水
）

▽ 

選
考
日
時　

2
月
14
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学

院
☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２ 

３
０

花
文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

淡
路
夢
舞
台
の
参
加
者

▽
日
時　

12
月
16
日
（
日
）
午
後

1
時
〜
５
時

▽
場
所　

淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議

場
・
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

▽
内
容　

講
演
「
花
と
食
文
化
」

小
泉
武
夫
、
料
理
実
演
「
お
も

て
な
し
の
花
料
理
」
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
花
・
食
・

健
康
の
淡
路
か
ら
の
発
信
」
ほ

か
（
終
了
後
、
鉢
花
贈
呈
）

▽
参
加
費　

無
料

問
㈶
淡
路
花
博
記
念
事
業
協
会

　

☎
０
７
９
９
・
75
・
２
１
０
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
、

入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
と
な
る

資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
制
度
と

し
て
、国
民
生
活
金
融
公
庫
の「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

融
資
金
額
は
、
学
生
・
生
徒
一
人

に
つ
き
２
百
万
円
以
内
、
返
済
期

間
は
10
年
以
内
で
す
。

問
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル

　

セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
０
０ 

８
６
５
６
、
国
民
生
活
金
融
公

庫
明
石
支
店
☎
０
７
８
・
９
１ 

２
・
４
１
１
５

防
災
講
演
会
「
津
波
の
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
に
」　

▽
日
時　

12
月
17
日
（
月
）
午
後

　

２
時
〜
４
時

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
講
師　

大
阪
工
業
大
学
工
学
部

土
木
工
学
科
・
後
野
正
雄
教
授

▽
参
加
費　

無
料

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課
☎
24
・
２
４
１
０

障
害
者
（
児
）
見
舞
金
と
し

て
商
品
券
を
お
贈
り
し
ま
す

▽
対
象
者　

12
月
１
日
現
在
、
３

か
月
以
上
市
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
障
害
者
（
児
）
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

▽ 

支
給
額　

５
千
円
分
の
南
あ
わ

じ
市
ふ
れ
あ
い
振
興
商
品
券

▽ 

支
給
方
法　

12
月
上
旬
に
対

象
者
へ
郵
送

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

淡
路
精
神
保
健
福
祉
大
会　

　

障
害
者
へ
の
誤
解
や
偏
見
を
是

正
し
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
淡
路
の
精
神

保
健
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
て
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
13
日
（
木
）
午
前

12
時
50
分
〜
（
バ
ザ
ー
、
展
示

等
は
11
時
30
分
〜
）

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

▽
内
容　

模
擬
店
、
相
談
コ
ー
ナ

ー
、
体
験
発
表
、
講
演
、
社
会

復
帰
施
設
等
の
バ
ザ
ー
や
展

示
。
入
場
・
相
談
は
無
料

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
周
辺
の

美
化
活
動

▽ 

日
時　

12
月
19
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合
場
所　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

丘
前
駐
車
場
。
一
般
参
加
大
歓

迎
問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

リ
フ
ォ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣

　

住
宅
の
耐
震
化
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
計
画
す

る
県
民
に
対
し
、
無
料
で
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
（
一
定
の

要
件
あ
り
）。

問
ひ
ょ
う
ご
住
ま
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
☎
０
７
８
・
３
６
０
・ 

２
５
３
６

遺
失
物
法
が
変
わ
り
ま
す

　

12
月
10
日
か
ら
落
し
物
や
忘
れ

物
の
取
扱
を
定
め
た「
遺
失
物
法
」

が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
①

落
し
物
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
で
き
る
②
落
し
物
の
保
管

期
間
が
３
か
月
に
短
縮
さ
れ
る
、

な
ど
遺
失
物
の
扱
い
が
変
わ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
兵
庫
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.p
o
lice.

p
ref.h

yo
go
.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
南
あ
わ
じ
警
察
署
会
計
課

　

☎
42
・
０
１
１
０

行
政
書
士
に
よ
る
市
民
相
談

　

兵
庫
県
行
政
書
士
会
淡
路
支
部

で
は
、社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、

無
料
相
談
を
毎
月
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
10
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
毎
月

第
２
月
曜
日
に
開
催
）

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

▽
内
容　

農
地
法
関
係
・
相
続
・

契
約
な
ど
の
相
談
。
事
前
予
約

必
要

▽
申
込
み　

行
政
書
士
・
井
筒
好
信

☎
０
７
９
９
・
62
・
４
６
８
１

兵
庫
県
の
総
合
相
談
窓
口

　

兵
庫
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま

の
様
々
な
ご
相
談
を
受
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
窓
口　

法
律
、
登
記
、
家

事
（
家
庭
問
題
）、
公
正
証
書

作
成
、
納
税
、
労
働
、
エ
イ
ズ
、

外
国
人
、
高
齢
者
、
交
通
事
故
、

住
ま
い
、
国
の
行
政
、
税
務

▽
相
談
日
時　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
ま
で
（
窓
口
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）

問
兵
庫
県
民
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
１
１

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
学
跡
地
）

▽
内
容　

魚
介
類
な
ど

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
入
口
横

▽
内
容　

野
菜
･
果
物
･
加
工
品

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

　
（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

野
菜
･
果
物

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前

　
（
八
木
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　11日（火）・20日（木）
　13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

特設人権相談
◆内容　人権擁護委員による相談
◆日時　７日（金）13:00 ～ 16:00
◆場所　緑市民センター第６会議室、
　西淡庁舎相談室、三原市民センター
　小会議室、南淡公民館 206号室
◆申込み　市民課☎ 43-5023

高齢者の総合相談
（年金・保健相談）
◆日時　21日 ( 金 ) ９:30 ～ 16:30
（法律相談）
◆日時　14日 ( 金 )・28日（金）
　13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　18日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　25日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士野口泰

や す し

嗣事務所☎ 26-3123

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する
相談等。面接相談を基本とします。
◆日時　10日（月）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎　
◆申込み　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　☎ 22-4152 予約必要
こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　毎月第１水曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　毎月第２金曜日 14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所（旧三原保健所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

 12月の
　無料相談
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●まゆげのひみつ
いまむらいくよ作／いわさきりか絵（新風社）

ぼくは見ちゃったんだ! 
真夜中に起こる不思議な
できごと。誰にも絶対秘
密だよ！ともくんの大好
きな、おとうさんの太く
て立派なまゆげが…。

●トラウマ返し
　－子どもが親に心の傷を返しに来るとき－
　小野修著（黎明書房）
緑公民館図書室☎44-3008

●いつかは恋を
藤田宜永著（講談社）

夫亡き後、小さな町工場を支
えてきた久美子に、不思議な
魅力を持つ寺坂との運命の出
会いが訪れる。５７歳、もう、
恋は過去に捨ててきたはずな
のに―。中年男女の日常を彩
る密かな心模様を、しっとり
と描く長編恋愛小説。

●ぞうのせなか
　あきもとやすし作（講談社）

三原図書館☎43-5037

●みんなの語源
三上文明著／野口元大監修（山海堂）

かまとと、お茶を濁す、根
回し、ポンコツ、しみった
れ…。ふだん何気なく使っ
ている言葉の由来を、江戸
の暮らし、職人言葉、歌舞
伎・芸能、日本の文化・日
本語、仏教・神道などの分
野別にコンパクトに解説
する。
●もったいないことしてないかい？
　真珠まりこ作・絵（講談社）
西淡公民館図書室☎37-3028

●サンタクロースとぎんのくま
マレーク・ベロニカ文・絵／みやこうせい訳（福音館書店）

サンタクロースからもらったプレ
ゼントが原因で、妹モニカとけん
かしてしまった兄のマルチ。モニ
カのためにぎんのくまをもうひと
つ手にいれようと、森の向こうの
ゆきだるまの町に住んでいるサン
タクロースを訪ねますが…。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
※三原図書館は、特別整理のための休館、
　12月１日（土）～６日（木）まで　

ま
な
び
の
扉

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

「
国
生
み
神
話
を
巡
る
」

▽
日
時　

19
年
１
月
９
日
（
水
）

午
後
３
時
〜
５
時
。
全
６
回

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
内
容　

南
あ
わ
じ
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
の
た

め
の
講
座
。
沼
島
・
お
の
こ
ろ

島
神
社
に

つ
い
て
の

講
話
を
中

心
に
市
内

観
光
地
の

基
礎
知
識

や
観
光
客

と
の
接
遇

方
法
な
ど
を
学
習
。
現
地
視
察

も
あ
り

▽
受
講
料　

無
料

▽
定
員　

20
人
（
先
着
）

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
観
光
協

会
事
務
局
（
陸
の
港
西
淡
内
）

☎
36
・
４
０
７
９

Ｂ
＆
Ｇ
「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

参
加
者
募
集

　

大
型
客
船
で
小
笠
原
諸
島
へ
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約
５
百
人
の

仲
間
と
集
団
生
活
を
し
な
が
ら
、

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
海
洋
教
育

等
を
体
験
し
、
海
の
楽
し
さ
や
大

切
さ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽
期
間　

20
年
３
月
26
日
（
水
）

〜
31
日
（
月
）
５
泊
６
日

▽
申
込
締
切　

20
年
２
月
１
日（
金
）

▽
対
象　

小
学
４
年
〜
中
学
３
年

▽
参
加
費　

12
万
円
前
後

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
☎
37
・

３
０
２
０

南
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
交
流
会

▽
日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午
後

１
時
〜

▽
場
所　

阿
万
公
民
館
講
堂

▽
内
容　

だ
ん
じ
り
を
持
た
な
い

グ
ル
ー
プ
12
団
体
に
よ
る
「
だ

ん
じ
り
唄
」
発
表
。
入
場
無
料

問
南
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
交
流
実
行

委
員
会
（
志
知
高
校
内
）
☎

42
・
４
４
３
３

幼
稚
園
ウ
ィ
ー
ク
in
せ
い
だ
ん

親
子
遊
び
・
造
形
展

◆
造
形
展

▽
期
間　

12
月
１
日
（
土
）
〜
25

日
（
火
）

　

　松帆西路地区の西路・

志知川共同墓地内の中ほ

どに、死者の霊を供養す

るために建てられた六面

石幢があります。

　幢
どうしん

身の上部（龕
がん ぶ

部）を

六角にし、六面にそれぞ

れ仏像を彫ってありま

す。東面に阿
あ み だ に ょ ら い

弥陀如来立

像、向かって右に観
かんのん

音

菩
ぼさ つ

薩、左に勢
せいし

至菩薩、西面に薬
やくし

師如来坐像、その右に持
じしゃく

錫の地蔵菩

薩、左に密印の地蔵菩薩を彫刻しています。

　幢身には、貞
じょうじ

治３年（1364）の刻
こくめい

銘があり、室町時代前期に建

てられた石塔として、極めてまれな特異な型式であることから全国

的にも注目されています。昭和 46年、県指定重要文化財に指定。

六
面
石せ

き

ど

う幢
（
県
指
定
）

29
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シリーズ

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
１
階

▽
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ

に
３
・
４
・
５
歳
の
絵
画
作
品

と
共
同
制
作
物
等
の
展
示

◆
親
子
遊
び

▽
日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

▽
場
所　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
体
操
の
お
兄

さ
ん
・
米
田
和
正
氏
ほ
か

▽
対
象　

未
就
園
児
親
子
（
上
靴

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

問
市
立
各
幼
稚
園

淡
路
人
形
協
会
の
各
種
講
座

◆
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成
講
座

▽
日
時　

12
月
13
日
（
木
）
午
後

７
時
30
分

▽
場
所　

市
地
区
公
民
館

▽
内
容　

地
域
と
全
国
、
世
界
を

視
野
に
（
講
師
：
佐
藤
克
明
氏
）

▽
受
講
料　

無
料

◆
淡
路
島
の
伝
統
芸
能
に
よ
る
ひ
と

づ
く
り
推
進
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
日
時　

12
月
７
日
（
金
）
午
後

２
時
〜
４
時
30
分

▽
場
所　

県
立
淡
路
文
化
会
館

▽
内
容　

基
調
講
演
「
伝
統
文

化
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

た
め
に
」（
講
師
：
神
津
武
男

氏
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
上
演

◆
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会
事

務
局
☎
37
・
３
０
２
０

玉
青
館
「
館
蔵
品
展
２
」

▽
期
間　

12
月
１
日
〜
３
月
下
旬

●四季のしきたり作法
　日本人の品格を上げる
　岩下宣子監修／花島ゆき絵（枻出版社）

　「おはなし会ピノキオ」による、ク

リスマス会を開催します。

◆日時　12月 23日（日）

　午後１時～３時

◆場所　南淡図書館２階視聴覚室

◆内容　ハンドベル、

　マジック、大型

　紙芝居、エプロ

　ンシアター、

　人形劇など

◆入場料　無料

問南淡図書館☎ 53-0234

◆期間　12月 26日（水）～

　１月14日（月）

◆場所　南淡図書館　１階展示室

◆内容　市内の児童・幼児による、

　阿万の民話と石仏の絵画作品

クリスマス会

●12月の図書館カレンダー

▽
場
所　

玉
青
館
（
松
帆
西
路
）

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
勢
揃
い

　

来
年
１
月
30
日
ま
で

◆
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
展
（
こ
と
ぶ

き
版
画
同
好
会
）、
子
ど
も
版

画
展
（
市
地
区
公
民
館
版
画
教

室
）　

来
年
２
月
３
日
ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
義
経
千
本
桜　

道み
ち
ゆ
き
は
つ
ね
の
た
び

行
初
音
旅
」

　

来
年
８
月
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

い
の
ち
を
育
て
よ
う

馬
の
飼
育
体
験

▽
日
時　

12
月
22
日
（
土
）・
23

日
（
日
）・
25
日
（
火
）、
１
月

５
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
。
※
弁
当
持
参
。
原
則
４

日
間
す
べ
て
参
加
。
１
月
５
日

は
馬
を
使
っ
た
運
動
会

▽
場
所　

五
色
セ
ラ
ピ
ー
フ
ァ
ー

ム
（
五
色
町
鮎
原
南
谷
）

▽
内
容　

馬
の
飼
育
や
乗
馬
な
ど

を
通
じ
で
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

▽
対
象　

小
学
生
〜
高
校
生
15

人
。
参
加
費
無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
色
ホ
ー
ス
ク

ラ
ブ
（
滝
本
）
☎
０
７
９
９
・

32
・
１
３
５
４

第
44
回
天
体
観
測
会
「
月
面
と

火
星
の
最
接
近
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

12
月
16
日
（
日
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
室
内
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。
参
加
費
無

料
。
保
護
者
同
伴

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場
（
木

田
徹
）
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・ 

３
８
２
４

※○はおやすみです

　
　トレーニングルームを利用する場合、初
回のみ、講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは 12 月４日（火）午前８時 30
分から電話で受付。☎ 50-5077

※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

12月15日 土 10:30 ～ 14:00 ～

12月16日 日 10:30 ～ 14:00 ～

12月21日 金 13:30 ～ 19:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

▲六面石幢

ふるさと絵画作品展

◆内容　ハンドベル、

1
 2 　 3  4  5  6  7  8
 9  1 0  1 1  1 2  1 3  1 4  1 5
1 6  1 7  1 8  1 9  2 0  2 1  2 2
2 3  2 4  2 5  2 6  2 7  2 8  2 9 
3 0   3 1   　１     ２      ３     ４     ５

１月

日 月 火 水 木 金 土
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い
き
い
き
健
康
生
活

問健康課
☎44-3004

2007.12.1発行

12月の健康カレンダー

※「足腰ピンシャン教室」、「お達者教室」、「リハビリ教室」のお問い合わせは、
包括支援センター（☎ 44-3006）まで。それ以外は健康課（☎ 44-3004）へ。

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでも
　ご覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

内容 日 曜日 時間 場所
糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽症糖尿病
で64歳までの方を対象（要予約）

12 水  9:00 ～ 16:00 南淡福祉保健センター

26 水 〃 三原保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

３ 月   9:00 ～ 11:00 三原福祉センター
５ 水   〃 緑保健福祉センター
17 月   〃 西淡保健センター
26 水   〃 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
エアロビクス・スト
レッチ体操。64歳まで
の方を対象（要予約）

11 火 13:30 ～ 15:00 南淡福祉保健センター

17 月 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上の方を対象

３ 月   9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター
６ 木   9:30 ～ 11:00 西淡保健センター
11 火 13:30 ～ 15:00 緑保健福祉センター
17 月 12:30 ～ 15:00 三原保健センター
20 木 13:00 ～ 15:00 沼島総合センター

内容 日 曜日 時間 場所
足腰を鍛える体操
など。65歳以上の
方を対象（要予約）

３ 月 13:30 ～ 15:00 三原保健センター

６ 木 〃 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
64歳までの機能訓
練を必要とされる方
を対象（要予約）

12 水 13:30 ～ 15:30 西淡保健センター

26 水 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

転倒予防を含めた
足腰の運動

65歳以上の方を対
象（要予約）

11 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
11 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
13 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
13 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター
25 火   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
25 火 13:30 ～ 15:00 三原保健センター
27 木 10:00 ～ 11:30 緑保健福祉センター
27 木 13:30 ～ 15:00 西淡保健センター内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所

強い歯・幼児フッ素塗布
（平成16年９月･17年３月生）

４ 火 13:00～13:15

緑保健福祉センター

２歳児歯科健診
（平成 17 年９月生）

18 火 13:00～13:15

母親学級
13 木 13:15～13:30
20 木 〃

遊びの教室 27 木   9:30～10:00
発達支援相談 27 木 13:30 ～（予約制）

育児相談
（平成18年 10月生）
（平成19年５月生）

５ 水 13:00～13:15 西淡保健センター
12 水 〃 緑保健福祉センター
19 水 〃 三原保健センター
19 水 〃 南淡福祉保健センター

３歳児健康診査
（平成16年 11月生）

21 金 12:30～12:45 緑保健福祉センター

１歳６か月児健康診査
（平成18年５月生）

７ 金 12:30～12:45 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成19年２月生）

14 金 12:30～12:45 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成19年８月生）

25 火 12:30～12:45 西淡保健センター

食育講座
（平成19年７月生）

11 火   9:45～10:00 西淡保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病、介護予
防の相談など

27 木   9:30 ～ 11:00 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所
男 の 料 理 教 室 ４ 火   9:30 ～ 12:00 三原保健センター
食 生 活 改 善 教 室 13 木 〃 緑 市 民 セ ン タ ー

内容 日 曜日 時間 場所
愛育班活動 20 木   9:30 ～ 12:00 沼島総合センター

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

12月２日（日） 斉藤雅文 医師 鈴木俊示 医師

12月９日（日） 柴田亮平 医師 富本喜文 医師

12月16日（日） 穀内勇夫 医師 平山　毅 医師

12月23日（日） 穀内純江 医師 田中一宏 医師

12月24日（月） 鈴木俊示 医師 友清龍一郎 医師

12月30日（日） 畑田卓也 医師 日笠久美 医師

12月31日（月） 大鐘稔彦 医師 柴田亮平 医師

１月１日（火） 大森弘之 医師 高田育明 医師

１月２日（水） 穀内勇夫 医師 穀内純江 医師

１月３日（木） 富本喜文 医師 鈴木俊示 医師

診察日 担当医師 備　考
12月２日（日） 平 山　 毅 医師

　受診前に
電話をおか
けください
☎23ｰ2700

　担当医は
都合により
変更になる
こともあり
ます。

12月９日（日） 田 中 一 宏 医師

12月16日（日） 坂口美奈子 医師

12月23日（日） 田 中 一 宏 医師

12月24日（月） 富 本 康 仁 医師

12月30日（日） 奥村　　司 医師

12月31日（月） 植村幹二郎 医師

１月１日（火） 坂口美奈子 医師

１月２日（水） 田 中 一 宏 医師

１月３日（木） 富 本 康 仁 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

　

子
ど
も
の
肥
満
は
誤
っ
た
生

活
習
慣
が
原
因
で
あ
り
、
こ
の

30
年
間
で
約
３
倍
に
増
加
し
て

い
ま
す
。両
親
が
肥
満
の
場
合
、

子
ど
も
の
80
％
が
肥
満
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
子

ど
も
の
こ
ろ
に
肥
満
だ
っ
た
人

子
ど
も
の
肥
満
に
ご
注
意
！

の
70
％
以
上
が
大
人
に
な
っ
て

も
肥
満
の
ま
ま
と
言
わ
れ
、
早

い
時
期
か
ら
生
活
習
慣
病
を
発

症
さ
せ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

ず
は
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
の
が
第
一
で
す
。

子
ど
も
の
肥
満
の

　
　
　
　
変
化
と
特
徴

◆
乳
児
期
（
０
〜
１
歳
）

　

成
長
発
達
が
最
も
著
し
い
時

期
。
肥
満
を
深
刻
に
受
け
止
め

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ミ
ル

ク
や
食
事
の
制
限
は
行
わ
ず
に
、

積
極
的
に
室
内
で
遊
ば
せ
る
こ

日 曜日 受付時間 場　　所
13 木 11:30～16:00 北 阿 万 連 絡 所

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の運動教
室（筋力向上トレー
ニング、リズム体
操など）

65歳以上の方を対
象（要予約）

７ 金   9:30 ～ 11:30 三原市民センター
７ 金 13:30 ～ 15:30 西 淡 公 民 館
14 金   9:30 ～ 11:30 緑保健福祉センター
14 金 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター
21 金   9:30 ～ 11:30 三原市民センター
21 金 13:30 ～ 15:30 西 淡 公 民 館
25 火   9:30 ～ 11:30 緑保健福祉センター
25 火 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
介護予防のための
講座（認知症予防、
お口の健康、食事など）
65歳以上の方を対
象（要予約）

５ 水   9:30 ～ 11:30 西淡保健センター
５ 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
17 月   9:30 ～ 11:30 三原保健センター
17 月 13:30 ～ 15:30 南淡福祉保健センター

 ■時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名

月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院

八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 ●平日

　18:00～23:00
●土曜日
　13:00～23:00南淡路病院

と
で
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

◆
幼
児
期
（
２
〜
５
歳
）

　

食
事
や
お
や
つ
に
注
意
し
、

室
外
で
の
運
動
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
期

の
生
活
習
慣
は
そ
の
後
も
継
続

し
や
す
い
た
め
、
正
し
い
生
活

習
慣
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

◆
学
童
期
（
６
〜
12
歳
）

　

成
人
肥
満
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
高
い
の
で
、
食
習
慣
・
運

動
習
慣
を
見
直
し
、
肥
満
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

フ
グ
毒
に
ご
注
意
！

　

フ
グ
毒
は
、
無
味
無
臭
・
無
色

で
人
間
の
五
感
で
は
判
断
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
加
熱
や
冷
凍
、
乾

燥
、
水
さ
ら
し
を
し
て
も
フ
グ
毒

は
除
か
れ
ま
せ
ん
。
素
人
調
理
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

問
南
淡
路
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
52
・
０
０
９
９

成
長
期
の
子
ど
も
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
注
意
！

　

い
き
す
ぎ
た
栄
養
摂
取
制
限
は

正
常
な
成
長
を
妨
げ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
成
長
に
必
要
な
栄
養
素
を
不

足
さ
せ
ず
に
、
太
る
栄
養
素
を
取

り
除
き
運
動
に
よ
っ
て
消
費
カ
ロ

リ
ー
を
増
や
す
の
が
基
本
で
す
。

内容 日 曜日 時間 場所

運動教室・栄養教室・
講座（要予約）

17 月   9:00 ～ 12:00 南淡福祉保健センター
17 月 〃 西淡保健センター
17 月 12:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター

 ～ チェックリスト ～
①身長の伸びに比べて体重が

　異常に増えている

②外で遊ぶよりも、室内で遊

　んでいるほうが多い

③スナック菓子・ファースト

　フード・ジュースが好き

④テレビを見ている、ゲーム

　をしている時間が長い

⑤睡眠時間が８時間以下

⑥夜食をよくとる

⑦朝起きるのが苦手

⑧朝ごはんを食べない

⑨好き嫌いが多い

⑩家の手伝いをしない

いくつ当てはまりましたか？

６個以上当てはまると要注意

です。

　  　～ 対策 ～
①早寝・早起きの習慣をつけ

　ましょう

②３食きちんとゆっくりよく

　噛んで食べましょう

③家族で食事・運動の改善に

　取り組みましょう

乳
が
ん
検
診
は
お
早
め
に

　

市
が
助
成
し
て
い
る
「
乳
が
ん

検
診
」
の
受
付
期
間
は
、
12
月
15

日
（
土
）
ま
で
で
す
。

　

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
健
康
課
☎
44
・
３
０
０
４
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平成19年11月19日までの受付分 （敬称略）
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子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

　

参
加
者
の
声

●人　口 53,157人（前月比－52人）
　（男）　 25,673人（前月比－13人）
　（女）　 27,484人（前月比－39人）
●世帯数 18,196世帯（前月比－4世帯）
　　　　　　　　※平成19年11月1日現在

　

皆
さ
ん
は
子
育
て
の
楽
し
い
こ

と
や
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
話
せ
る

仲
間
は
い
ま
す
か
？

　

四
年
前
、
何
も
知
ら
な
い
土
地

で
出
産
し
た
私
は
、
一
日
を
過
ご

す
こ
と
に
必
死
で
、
子
ど
も
と
二

人
で
外
出
す
る
余
裕
な
ど
全
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、あ
る
日「
子

育
て
ひ
ろ
ば
」
の
存
在
を
知
り
、

思
い
切
っ
て
の
ぞ
い
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

と
お
母
さ
ん
た
ち
が
楽
し
そ
う
に

過
ご
し
て
い
て
、
と
て
も
明
る
い

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

※12月26日（水）～1月４日（金）まで休館します

南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 午後1時 【開設時間】 

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
藪田　信介（榎　列）
山田　雅文（　市　）
岡田　桂樹（松　帆）
山本　和明（榎　列）
中尾　州博（松　帆）
堀川　彰久（八　木）
山﨑　　潔（福　良）
福島　伸作（福　良）
塩田　忠義（松　帆）
山本　　昇（　湊　）
藤井　宏昌（広　田）
速水　　章（広　田）
奥井　啓文（賀　集）
亀井　稔安（八　木）
河崎　輝文（榎　列）
早川　雅之（奈良県）
松下　和秀（榎　列）
道上　定幸（津　井）
阿部　裕之（阿　万）
福本　竜世（福　良）
殿本　亘幸（淡路市）
中山　裕喜（北阿万）
西郷　秀治（　灘　）
山本　侑司（志　知）

洌崎　淑子（洲本市）
田　千穗（徳島県）
久保　貴美（洲本市）
池添未友紀（北阿万）
中家　明美（松　帆）
髙瀨有香里（淡路市）
稲本　仁美（広　田）
野田智衣里（淡路市）
丹羽　靖枝（榎　列）
大橋　弓美（洲本市）
星　美奈子（岩手県）
村上　千加（　市　）
裏井　智恵（淡路市）
原口　美樹（榎　列）
生垣　直子（神　代）
土居　沙織（倭　文）
濱口　美穂（榎　列）
安冨　愛子（松　帆）
飛松　里佳（福　良）
前川みち子（福　良）
藤井　敦子（榎　列）
納　あかり（福　良）
西本佳那美（洲本市）
立石　智恵（　灘　）

７ 月 16 日
10 月 21 日
10 月 25 日
10 月 25 日
10 月 31 日
10 月 31 日
11 月 1 日
11 月 3 日
11 月 3 日
11 月 3 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 17 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
仲野　宗之
榎本はる子
天羽　伸介
佐川　博代
田浦　かよ
榎本　和子
古池　定夫
天野　春代
森 下　　 貴
村中とし子
山本　繁治
濱田　皓正
野口フミ子
宮澤　良夫

松 帆
阿 万
福 良
榎 列
松 帆
福 良
福 良
福 良
賀 集
八 木
榎 列
松 帆
榎 列
神戸市

65
93
31
59
93
79
82
72
77
75
70
79
86
78

10月 19日
10月 20日
10月 20日
10月 21日
10月 22日
10月 23日
10月 25日
10月 25日
10月 25日
10月 26日
10月 27日
10月 28日
10月 29日
10月 29日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

加藤　一
か ず ほ

歩

殿脇　澄
す み か

香

庄司ソヒョン

池田　翔
と あ

空

長島　心
み ゆ う

佑

村上　隼
は や た

太

居内　源
げ ん き

生

門田　康
こ う た

汰

福永　陽
ひ な た

菜

谷池　優
す ぐ り

璃

仲野　史
ふ み か

華

木原　永
と あ

彩

赤 松　　 碧
あおい

武 田　壮
そ う し

史

武田　夕
ゆ う な

奈

島田　侑
ゆ う な

奈

井　佑
ゆ う な

奈

柳　　 美
み ゆ う

優

田中　実
み く

来

古川　愛
あ み る

視

東中　綾
あ や ね

音

原田　成
せ い な

菜

長尾れのあ

木田　奏
か な は

羽

森岡　諒
あ さ ひ

陽

柏 木　　 晴
はる

納　　 大
たいしん

心

⻆所　晄
あ き と

斗

松下　七
な な

菜

賀集　蕗
る あ

空

岡本　恋
こ は ね

羽

久米沙
さ り い

莉衣

港　　 晄
こうすけ

丞

寺岡　良
りょうしょう

祥

菅田茉
ま ゆ り

由莉

稲本　空
そ ら た

太

男
女
女
女
女
男
男
男
女
女
女
女
男
男
女
女
女
女
女
女
女
女
女
女
男
男
男
男
女
男
女
女
男
男
女
男

肇
修

友 美
実

真 紀
正 樹
健 一
正 記
宏 樹
直 哉
秀 康
正 博
健 吾
光 弘
光 弘
利 一
一 雅
浩 信
克 実
浩 司
勇 男
恵 子
隼 寛
和 秀
将 資
隆 志
一 也
亮 史
友 孝
義 英
龍 巳
基 支
博 文
寿 長
耕 司
順 也

市
松 帆
芦屋市
松 帆
松 帆
榎 列
市

広 田
広 田
津 井
市

広 田
北阿万
北阿万
北阿万
神 代
福 良
大阪府
榎 列
榎 列
阿 万
倭 文
福 良
神 代
広 田
八 木
福 良
榎 列
灘

阿 万
賀 集
神 代
北阿万
福 良
榎 列
広 田

９ 月 28 日
10 月 10 日
10 月 10 日
10 月 12 日
10 月 12 日
10 月 13 日
10 月 16 日
10 月 16 日
10 月 17 日
10 月 18 日
10 月 18 日
10 月 21 日
10 月 23 日
10 月 24 日
10 月 24 日
10 月 25 日
10 月 25 日
10 月 28 日
10 月 28 日
10 月 28 日
10 月 30 日
10 月 31 日
11 月 1 日
11 月 1 日
11 月 1 日
11 月 6 日
11 月 6 日
11 月 7 日
11 月 7 日
11 月 7 日
11 月 7 日
11 月 8 日
11 月 8 日
11 月 8 日
11 月 8 日
11 月 14 日

氏名 年齢 地区 死亡日
前川ちゑ子
本田　敏和
片山さだゑ
家田ときゑ
刑部　みよ
出口ケイ子
島　　 肇 之
浦瀬キクミ
北川　充平
早川ふじの
井 上　　 定

市
市
市
灘

賀 集
八 木
榎 列
福 良
賀 集
志 知
広 田

83
35
92
78
82
61
76
78
92
94
80

10 月 31 日
10 月 31 日
11 月 2 日
11 月 2 日
11 月 2 日
11 月 4 日
11 月 7 日
11 月 7 日
11 月 8 日
11 月 8 日
11 月 8 日

氏名 年齢 地区 死亡日
登里　明男
谷　　 健 次
土居太一郎
増井　勝吉
坂本米三郎
前原　敬三
岩倉　貞宏
森 下　　 瞳
久田　保男
齋藤喜代子
古川　正吾

神戸市
阿那賀
賀 集
灘

阿那賀
神 代
阿 万
福 良
広 田
潮美台
八 木

78
66
90
66
78
59
69
70
82
94
63

11 月 8 日
11 月 10 日
11 月 12 日
11 月 12 日
11 月 12 日
11 月 13 日
11 月 13 日
11 月 13 日
11 月 16 日
11 月 17 日
11 月 18 日

雰
囲
気
で
し
た
。
何
度
か
通
う
う

ち
、
娘
は
自
然
と
友
達
も
で
き
た

よ
う
で
す
が
、
何
よ
り
私
自
身
が

そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
話
す
機
会
が

な
か
っ
た
同
じ
く
ら
い
の
子
を
持

つ
方
と
、
子
育
て
の
ち
ょ
っ
と
し

た
悩
み
や
不
安
な
ど
を
話
せ
る
仲

に
な
れ
た
こ
と
が
一
番
大
き
な
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

二
人
目
を
出
産
し
て
か
ら
は
荷

物
も
倍
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

外
出
も
大
変
で
す
。
で
も
「
ひ
ろ

ば
」
に
は
「
た
い
へ
ん
で
し
ょ
」

と
代
わ
り
に
娘
の
手
を
ひ
い
て
く

れ
る
お
か
あ
さ
ん
、
荷
物
を
も
っ

て
く
れ
る
お
か
あ
さ
ん
、
同
じ
よ

う
な
子
を
持
つ
親
だ
か
ら
誰
よ
り

も
大
変
さ
を
理
解
し
て
く
れ
手
を

差
し
延
べ
て
く
れ
る
仲
間
が
い
ま

す
。
二
人
の
子
ど
も
た
ち
も
た
く

▲洲本市センターとの合同イベント（11月15日、淡路ふれあい公園）

　

十
一
月
六
日
、「
ふ
る
さ
と
を

見
つ
め
、
心
豊
か
に
生
き
る
子
ど

も
の
育
成
」を
テ
ー
マ
に
沼
島
小
・

中
学
校
で
淡
路
地
区
へ
き
地
教
育

研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
十
数
名
の
淡
路
島
内
の
先
生

や
島
外
か
ら
も
来
賓
と
し
て
数
名

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時

に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
も
兼
ね
、

住
民
の
方
々
も
五
十
余
名
が
参
観

さ
れ
、
へ
き
地
校
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
・
中
学
校
の
全
ク

ラ
ス
の
授
業
を
公
開
。
全
校
生

小
学
校
四
十
四
名
、
中
学
校
十
七

名
。
特
に
中
学
校
三
年
生
は
男
子

一
名
、
女
子
一
名
の
二
名
。
子
ど

も
達
よ
り
圧
倒
的
に
多
い
参
観
者

に
、
は
じ
め
は
少
々
緊
張
気
味
で

し
た
が
、
や
が
て
教
室
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
元
気
な
声
が
響
い
て
き
ま

し
た
。

　

午
後
は
小
・
中
合
同
の
沼
島
太

鼓
の
勇
壮
な
演
奏
に
参
加
者
は
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
全
体
会
で
は
三
つ
の
研
究

部
会
か
ら
の
研
究
発
表
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
、
基
礎
学
力

沼
島
で
「
へ
き
地
教
育
研
究
会
」
を
開
催

部
会
で
は
「
小
中
が
連
携
し
て
九

年
間
で
ど
う
学
力
を
つ
け
て
い
く

か
」
と
い
う
取
り
組
み
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

塾
も
な
い
こ
の
島
で
中
学
校
終

了
時
に
は
、
高
校
入
試
と
言
う
現

実
の
課
題
と
直
面
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
将
来
、
島
に

残
ろ
う
と
島
を
出
よ
う
と
、
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
く
力
を
つ
け
る

た
め
の
取
り
組
み
が
他
の
二
つ
の

部
会
か
ら
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
） ▲へき地教育研究会（沼島中学校）

死亡

さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
、
私
自
身

に
も
多
く
の
素
敵
な
仲
間
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
子
育
て
を
通
じ
て

今
ま
で
以
上
に
こ
の
ま
ち
で
子
ど

も
と
一
緒
に
過
ご
す
生
活
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
環
境
な
ら
三
人
目
も
考
え
ら
れ

る
か
な
？　
（
な
ん
だ
ん
参
加
者
）

▽
日
時　

平
日
午
後
１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
・
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
内

　

☎ 

37
・
３
０
２
６

▽
相
談
内
容　

非
行
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
家
庭
教

育
、
子
育
て
、
ほ
か
青
少
年
に

関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

青
少
年
な
ん
で
も
相
談
室

▲親子ふれあいフェスティバル（11月18日、西淡公民館）
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

十
月
二
十
一
日
〜
二
十
八
日

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ

た
、
太
陽
光
発
電
で
走
る
車
の

世
界
大
会
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ワ
ー
ル
ド
ソ
ー
ラ
ー
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
で
、土
居
の
ど
か
さ
ん
（
松

帆
）
が
所
属
す
る
日
本
代
表
の

芦
屋
大
学
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

土
居
さ
ん
は
、
同
大
大
学
院

一
回
生
。
三
千
km
を
走
破
す
る

過
酷
な
レ
ー
ス
に
メ
カ
ニ
ッ
ク

補
助
担
当
と
し
て
、
記
録
や
車

体
整
備
、
食
事
な
ど
に
従
事
。

二
位
に
大
差
を
つ
け
、
悲
願
の

初
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
八
日
、
新
潟
県
新
潟

お
め
で
と
う

福良地区で防犯パレード明るく住みよいまちに
　犯罪のない安全で住みよい地域づくりをめざして 11月 10 日、福

良防犯協会などの主催で、防犯暴力追放パレードが行われました。

　この日、ミニ制服警察官に扮した、ちどり保育園児や南淡中学校ブ

ラスバンド部、ガールスカウトなど 7団体約 160 人が参加。福良派

出所から波戸の浜まで約２キロを行進しました。参加者は犯罪防止の

プラカードを掲げ、風船やティッシュ、犯罪注意のちらしなどを沿道

の人に配って、防犯意識の啓発に努めていました。
▲ミニ制服警察官に扮してパレードする園児ら

市
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た

「
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協

議
会
」
の
席
上
、
市
体
育
指
導

委
員
の
多
田
宗む

ね
よ
し儀

さ
ん（
広
田
）

が
、
三
十
年
勤
続
体
育
指
導
委

員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二

年
四
月
に
緑
町
体
育
指
導
委
員

に
就
任
。
以
来
三
十
年
に
亘
っ

て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
席
上
で
賛
助
会
員

感
謝
状
が
、金
崎
詳あ

き
つ
ぐ継

さ
ん（
倭

文
）
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動

に
貢
献
の
あ
っ
た
次
の
方
々

が
兵
庫
県
連
合
自
治
会
大
会

（
十
一
月
十
六
日
、
伊
丹
市
）

の
席
上
、
兵
庫
県
連
合
自
治
会

会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

辻　
　
　

隆　

弘
（
賀　

集
）

西　

口　

澄す
み　

彦ひ
こ

（　

灘　

）

中　

本　

茂し
げ　

一か
ず

（　

灘　

）

2007.12.1発行

湊
地
区
の
毛
槍
中
、
西
若
中
、
関
若
中

約
百
年
ぶ
り
に
共
同
の
だ
ん
じ
り
小
屋
を
建
て
替
え

　

湊
口
神
社
の
秋
季
大
祭
を
間

近
に
控
え
た
十
月
二
十
日
、
湊

地
区
の
三
グ
ル
ー
プ
「
毛け

や
り
じ
ゅ
う

槍
中
、

西に
し
わ
か
じ
ゅ
う

若
中
、
関

せ
き
わ
か
じ
ゅ
う

若
中
の
だ
ん
じ
り
小

屋
が
完
成
。
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
小
屋
は
、
幅
十
九
ｍ
、
奥

行
き
十
ｍ
、
高
さ
六
・
八
ｍ
あ
り
、

高
さ
五
ｍ
の
布
団
だ
ん
じ
り
三
台

と
子
ど
も
だ
ん
じ
り
二
台
が
入
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
神
社
内
の
座ざ
く
ら倉
を

借
り
て
、保
管
し
て
い
ま
し
た
が
、

老
朽
化
と
台
風
の
影
響
で
取
り
壊

さ
れ
、
三
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ

保
管
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

グ
ル
ー
プ
合
同
の
建
設
委
員
会
が

結
成
さ
れ
、
寄
付
を
募
り
、
今
年

八
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
も

の
で
す
。

　

午
前
は
、
だ
ん
じ
り
の
入
れ
初

め
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
も
ち
ま
き

で
完
成
を
祝
い
、
午
後
は
例
大
祭

宵
宮
へ
だ
ん
じ
り
を
繰
り
出
し
て

い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
南
あ
わ
じ

市
内
3
会
場
で
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

▲５台のだんじりが入るだんじり小屋

　

十
月
二
十
八
日
、「
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
アM

in
am
i A
w
aji

」（
南

▲ビーチバレー教室

あ
わ
じ
市
体
育
協
会
主
催
）
が
行

わ
れ
、
三
原
健
康
広
場
で
の
「
ト

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス

世
界
大
会
で
優
勝

　

土
居
の
ど
か
さ
ん
が
出
場

広報 

文学（者）に見る生と死大鐘稔彦院長が講演
　阿那賀診療所の医師であり、またベストセラー小説作家と

しても活躍中の大鐘稔彦院長による講演会「文学（者）に見

る生と死」（連合婦人会西淡支部主催）が 10 月 20 日、西

淡庁舎集会室で行われ、約 250人が聴講しました。

　講演では、松尾芭蕉や夏目漱石、平重盛などの著名な文学

者や文学の登場人物の死因や病気についてふれ、医学的な知

識からその人物の性格などを解説していました。　
▲講演する大鐘稔彦院長

▲多田さん

　

志
智
さ
ん
は
、
昭
和
四
十 

三
年
、
地
域
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

十
三
業
者
を
ま
と
め
て
販
売

会
社
を
設
立
。
五
十
四
年
か

ら
ト
ッ
プ
を
努
め
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
業
界
の
発
展
に
貢

献
。
ま
た
、
業
界
の
淡
路
支

部
長
時
代
に
は
、
ガ
ス
漏
れ

事
故
防
止
に
、
安
全
機
器
の

取
り
付
け
を
推
進
し
、
事
故

削
減
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
か
ら
市
商
工
会

の
初
代
会
長
に
就
任
。
地
場

産
品
の
振
興
に
取
り
組
み

「
地
場
産
業
や
観
光
な
ど
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
る
方
を
称

え
る
叙
勲
が
、
鶴つ

る
ざ
わ
と
も
じ

澤
友
路
さ
ん
（
福
良
）
と
喜
田
一
之
さ
ん
（
市
）

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
優
れ
た
業
績
を
重
ね
、
社
会
に
貢
献
し
た

方
を
称
え
る
褒
章
が
、
志
智
宣の

ぶ
お夫

さ
ん
（
湊
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 
秋
の
叙
勲
と
褒
章

　
市
内
３
人
に
栄
光

志智宣夫さん

　

喜
田
さ
ん
は
、
三
原
町
消

防
団
員
と
し
て
約
三
十
年
間

活
躍
。消
防
団
長
時
代
に
は
、

団
員
の
安
全
を
考
え
な
が
ら

も
、
率
先
し
て
現
場
に
出
向

き
、
冷
静
で
的
確
な
判
断
で

災
害
を
最
小
限
に
防
い
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
家
族
の
理
解
が
あ
っ
た

か
ら
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ

ま
し
た
。感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
る
喜
田
さ
ん
。

　

現
在
は
「
お
世
話
は
お
互

い
様
」
と
の
考
え
か
ら
、
民

生
・
児
童
委
員
や
市
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
を
務
め
、
地

域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

瑞宝単光章
喜田一之さん

　

鶴
澤
さ
ん
は
、
人
形
浄
瑠

璃
の
三
味
線
を
ひ
い
て
八
十

年
以
上
に
な
り
ま
す
。
平
成

十
年
に
人
間
国
宝
と
な
っ
た

今
も
、「
一
生
が
勉
強
」
と

常
に
研
鑽
を
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鶴
澤
さ
ん
を

慕
う
弟
子
、
後
継
者
は
全
国

に
千
人
以
上
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
人
形
座

の
若
手
座
員
や
南
淡
中
学
校

で
指
導
す
る
な
ど
、
後
継
者

育
成
に
も
熱
心
で
す
。

　

今
日
も
元
気
な
掛
け
声
と

共
に
、
野
太
い
音
を
発
す
る

太
棹
三
味
線
で
、
人
々
の
心

に
響
き
渡
る
音
色
を
奏
で
て

い
ま
す
。

鶴澤友路さん

黄綬褒章 旭日小綬章

兵
庫
県
連
合
自
治
会

会
長
表
彰

ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス
」
や
沼
島

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
三
会
場
に

計
約
二
百
二
十
人
が
参
加
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

　

慶
野
松
原
ビ
ー
チ
で
行
わ
れ
た

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
教
室
に
は
、三
原
、

御
原
、
辰
美
中
学
校
の
バ
レ
ー
部

員
や
小
学
生
約
五
十
人
に
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
の
高
尾
和
行

選
手
や
山
本
辰
生
選
手
、
山
本
愛

さ
ん
な
ど
が
ユ
ー
モ
ア
あ
る
語
り

口
や
実
技
で
基
本
を
指
導
。
生
徒

ら
は
慣
れ
な
い
砂
の
上
で
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
選
手
の
指
導
の
も
と
真
剣
に

練
習
し
て
い
ま
し
た
。

▲トランポ・ロビックス教室

30
年
勤
続
体
育
指
導
委

員
表
彰
を
受
賞

▲土居さん
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秋
た
け
な
わ
の
去
る
十
月

二
十
六
日
（
金
）、
当
淡
路
人

形
芝
居
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
で

は
、
設
立
十
周
年
の
記
念
行
事

を
大
鳴
門
橋
記
念
館
内
に
お
い

て
、
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
淡
路
内
外
か
ら
会

員
や
入
会
希
望
者
百
三
十
名
、

来
賓
と
し
て
中
田
勝
久
市
長

（
淡
路
人
形
協
会
理
事
長
）
は

じ
め
多
数
の
参
加
を
得
て
、
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
館
は
満
席
に
な

り
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
に
続
く
催
し
で

は
、「
玉た

ま
さ
ん三

で
知
ろ
う
、
淡
路

人
形
の
心
！
」
と
題
し
て
、
だ

ん
じ
り
唄
（
淡
路
だ
ん
じ
り
唄

振
興
会
）
と
人
形
浄
瑠
璃
（
淡

路
人
形
座
）
に
よ
る
「
玉た

ま
も
の
ま
え

藻
前

曦
あ
さ
ひ
の
た
も
と袂

三
段
目
道
春
館
の
段
（
玉

三
）」
が
熱
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

物
語
に
流
れ
る
人
間
味
豊
か

な
思
い
や
り
・
情
愛
の
極
地

に
、
館
内
は
感
動
と
陶
酔
に
包

ま
れ
、
参
会
者
は
改
め
て
伝
統

芸
能
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」
の

伝
統
芸
能
（
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
）
保
存
へ
の
思
い
は
熱
く
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
人
形
芝
居
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

広報 

▲サポートクラブ10周年記念公演

淡路人形芝居サポートクラブ
◆理事長　森　紘一
◆会　員　616名（19年 3月末）
◆平成14年１月よりＮＰＯ法人

保
存
・
継
承
の
必
要
性
を
体
感

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
を
市
民
の
皆
様
の
熱

ＭＯＡ美術館 淡路児童作品展

兵庫県教育長賞　榎本和真さん（神代小３年）

意
と
力
で
支
え

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
す
。
あ
な
た

様
の
御
加
入
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
お
尋
ね

は
同
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
事
務

室
へ
（
☎
50
・

２
３
８
８
）

国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

等
が
行
わ

れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、

同
施
設
の
企

画
事
業
と
し

て
、
環
境
教

育
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
子
育
て
支
援
な
ど

に
関
す
る
様
々
な
事
業
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。（
一
般
参
加
で
き
る

セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　

十
月
末
に
は
、
地
元
の
人
に
も

施
設
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同

施
設
で
、「
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」
が
開
か

れ
、
約
四
千
二
百
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
地
元
の
団
体
や
小
中
学
生
の

文
化
・
芸
能
発
表
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
13
頁
に
大
会
結
果
）

問
同
施
設
☎
55
・
２
６
９
４

吹
上
浜
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
あ
る
国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

▲10月に行われた「淡路うずしお
　フェスティバル2007」

　

こ
の
施
設
は
、
団
体
宿
泊

生
活
を
通
し
て
自
然
体
験
や

交
流
な
ど
多
様
な
体
験
活
動

の
機
会
を
提
供
し
、
健
全
な

青
少
年
の
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
社
会
教
育
施

設
で
す
。
昭
和
四
十
四
年
、

全
国
十
三
か
所
に
あ
る
国
立

青
少
年
交
流
の
家
（
当
時
は

青
年
の
家
）の
一
つ
と
し
て
、

阿
万
塩
屋
町
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
年
間
十
三
万
人
も
の

方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

鳴
門
海
峡
を
望
む
青
い
海

と
吹ふ
き
あ
げ
は
ま

上
浜
の
白
い
砂
、
豊
か

な
緑
に
囲
ま
れ
た
景
勝
の
地

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ

た
環
境
を
生
か
し
て
、
カ
ッ

タ
ー
体
験
や
野
外
体
験
活
動

ひがしうら文化館館長賞　南凱斗さん（賀集小３年）

実行委員長賞　居内龍也さん（八木小１年）
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